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一
般
会
計
の
歳
入
総
額

は
１
３
２
億
６
７
１
万
５

千
円
、
歳
出
総
額
は
１
２

５
億
９
９
３
万
７
千
円
と

な
っ
た
。
歳
入
歳
出
差
し

引
き
は
６
億
９
６
７
７
万

８
千
円
と
な
り
、
翌
年
に

繰
り
越
す
財
源
１
億
４
６

８
７
万
３
千
円
を
差
し
引

い
た
実
質
収
支
は
５
億
４

９
９
０
万
５
千
円
と
な
っ

た
。
令
和
４
年
度
の
実
質

単
年
度
収
支
は
１
億
６
１

８
２
万
円
の
黒
字
と
な
っ

た
。

　

最
大
の
財
源
で
あ
る
地

方
交
付
税
は
56
億
２
２
６

４
万
８
千
円
で
置
賜
広
域

病
院
企
業
団
分
を
差
し
引

い
た
本
町
純
粋
分
は
43
億

２
６
６
０
万
４
千
円
、
前

年
比
６
９
９
２
万
円
の
増

額
と
な
っ
た
。

　

自
然
災
害
が
多
発
し
て

お
り
、
臨
時
的
な
財
政
支

出
が
必
要
と
な
る
。
あ
る

程
度
余
裕
を
持
っ
た
財
政

運
営
が
必
要
で
あ
る
。
一

層
の
行
財
政
改
革
に
努
め
、

よ
り
適
正
な
財
政
運
営
を

望
む
。

　

借
入
金
残
高
は
増
加
し

た
が
、
財
政
健
全
化
法
に

基
づ
く
財
政
指
標
（
５
ペ

ー
ジ
参
照
）
は
、
国
の
財

政
指
標
を
ク
リ
ア
し
て
お

令和４年度主な事業令和４年度主な事業
①８月３日豪雨災害復旧関連事業
（大規模土木事業等のほかに、災害義援金、災害見
舞金、住宅応急修理、水道料減免、商工業支援事業、
農機具修繕更新費用補助など）
②新型コロナウイルス感染症対応地方創生交付金関連
事業
（カワニシお買物券や燃料券配布事業、子育て世帯
応援金支給、給食費支援など）
③旧役場庁舎・中央公民館解体工事
④地域振興拠点施設整備事業実施設計

り
健
全
と
判
断
し
た
。

　

８
月
豪
雨
の
災
害
復
旧

費
や
地
域
交
流
拠
点
整
備

（
庁
舎
跡
地
）
な
ど
の
町

債
残
高
が
増
加
し
、
そ
の

負
担
が
大
き
く
な
っ
た
。

その他 4.3％その他 4.3％
町税 10.9％町税 10.9％

人件費 13.8％人件費 13.8％
繰出金 8

.5％
繰出金 8

.5％

10
.9％

10
.9％

12.9％12.9％

10.2％10.2％

4.4％4.4％

扶助費 10.6％

扶助費 10.6％
公
債
費

公
債
費普

通
建
設
事
業
費

普
通
建
設
事
業
費

物
件
費

物
件
費

災
害
復
旧
事
業
費

災
害
復
旧
事
業
費

繰入
金 3
.5％

繰入
金 3
.5％その

他 7
.0％

その
他 7
.0％

地方交付税
42.6％
地方交付税
42.6％

補助費等
24.3％
補助費等
24.3％

町債
12.5％
町債
12.5％

寄附金
1.7％
寄附金
1.7％

維持補修費
2.2％

維持補修費
2.2％

その他
2.2％
その他
2.2％

県支出金 6.5％
県支出金 6.5％

国庫支出金 11.0％

国庫支出金 11.0％ 町民税･固定
資産税などの
税金

国からの普通交付税
特別交付税

一部事務組合等への負担金や
民間への補助金

消費的な支出
旅費・交際費等

基金からの
繰り入れ

国からの
補助金

県からの
補助金

他会計へ
繰り出し

町職員の
給与共済費

借入金

被扶助者に支給
される福祉の経費

借入金の
返済

132億671万円一般
会計 125億993万円

依
存 財

源

自
主
財
源

自主財源

23.1%

町で集めた
財源

依存財源

76.9%

国・県からの収入・
借入金などの財源

義
務
的
経
費

投資的経費
義務的経費

35.3%

支出が義務づけ
られた経費

投資的経費

17.3%

社会資本の整備に
要する経費

歳 入

歳 出

災害に強いまちづくりを災害に強いまちづくりを大雨被害･早期復旧大雨被害･早期復旧とと
　

９
月
定
例
会
が
、
９
月
１
日
か
ら
20
日
ま
で
の
20
日
間
の
会
期

で
開
催
さ
れ
た
。

　

第
１
日
目
に
、
人
事
３
件
に
同
意
、
令
和
４
年
度
一
般
会
計
等

健
全
化
判
断
比
率
等
報
告
2
件
の
後
、
請
負
契
約
２
件
を
可
決
し

た
。
条
例
３
件
、
令
和
５
年
度
各
会
計
補
正
予
算
７
件
、
請
願
１

件
を
一
括
上
程
し
、
常
任
委
員
会
、
予
算
特
別
委
員
会
に
付
託
し

た
。
さ
ら
に
「
髙
橋
輝
行
議
員
の
不
適
切
な
現
金
受
領
に
関
す
る

問
責
決
議
」
を
可
決
し
、
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
４
年
度
各
会
計
決
算
認
定
7
件
を
一
括
上
程
し
、

第
５
日
目
に
決
算
特
別
委
員
会
に
付
託
し
た
。

　

第
４
、
５
日
目
に
、
７
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
保
険
証
、
水
田
活
用
産
地
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議

等
に
つ
い
て
町
政
を
た
だ
し
た
。

　

最
終
日
に
、
付
託
し
た
条
例
、
補
正
予
算
、
決
算
を
原
案
通
り

可
決
、
認
定
し
た
。
請
願
１
件
を
採
択
と
し
た
後
、
議
員
発
議
に

よ
る
「
川
西
町
議
会
こ
ど
も
ま
ん
な
か
応
援
サ
ポ
ー
タ
ー
宣
言
」

（
ｐ
11
参
照
）、「
髙
橋
輝
行
議
員
に
対
す
る
辞
職
勧
告
決
議
」
な

ど
を
可
決
し
閉
会
し
た
。
今
定
例
会
の
傍
聴
者
は
７
人
だ
っ
た
。

９月定例会の
あらまし

９　月
定例会

決算の内訳

令和４
年度

決算認
定

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
・
物
価
高
騰
に
対
応

一
般
会
計
は
黒
字

地
方
交
付
税
は
増
額

適
正
な
財
政
運
営
を

借
入
金
残
高
は
増
加

次
は
決
算
審
議

（2）（2）（3）（3） 議 会 だ よ り議 会 だ よ り議 会 だ よ り議 会 だ よ り
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財政指標　　令和４年度川西町一般会計等健全化判断比率
実質赤字比率

一般会計の赤字額
が※標準財政規模
に占める割合

連結実質赤字比率
全会計の実質赤字
額が標準財政規模
に占める割合

実質公債費比率
全会計の償還額が
標準財政規模に占
める割合

将来負担比率
将来一般会計から負
担されると想定され
る金額等が標準財政
規模に占める割合

公営企業会計に係る
資金不足比率

資金不足の額が事業
規模に占める割合

川　西　町 － － 12.60% 143.40% －
国
の
指
標

早期健全の基準 14.16% 19.16% 25.00% 350% 20.00%
財政再建の基準 20.00% 30.00% 35.00% － －

※標準財政規模　標準的な税収、地方交付税、地方譲与税等自由に使える財源の標準的な規模を表す。令和４年度の本町標準財政規模は66億9472万円。

令和４年度各会計決算の認定状況
会　計　別 歳　　入 歳　　出 認定の内容

一 般 会 計 132億671万円 125億993万円 全員賛成で認定
国民健康保険事業特別会計 17億4020万円 17億3217万円 全員賛成で認定
下 水 道 事 業 特 別 会 計 4億8285万円 4億7922万円 全員賛成で認定
農業集落排水事業特別会計 9944万円 9526万円 全員賛成で認定
介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 20億2247万円 19億7585万円 全員賛成で認定
後期高齢者医療特別会計 1億8364万円 1億8130万円 全員賛成で認定

水 道 事 業 会 計
収 益 的 ※ 1 4億6810万円 4億5442万円

全員賛成で認定
資 本 的 ※ 2 3364万円 1億9283万円

※１　収益的収支は水道水の収入と支出、資本的収支は水道施設に係る収入と支出
※２　不足する1億5918万円は消費税調整額、損益勘定留保資金で補填した。

　

本
町
財
政
は
、
依
然
と

し
て
地
方
交
付
税
へ
の
依

存
度
が
高
く
、
交
付
の
多

少
に
よ
り
財
政
指
数
が
大

き
く
変
動
す
る
。

　

人
口
減
少
に
よ
る
税
収

減
、
公
共
施
設
等
の
老
朽

化
対
策
等
、
災
害
、
社
会

保
障
関
係
経
費
の
増
大
と

い
っ
た
、
将
来
の
歳
入
減

　

税
負
担
の
公
平
性
を
確

保
す
る
観
点
か
ら
、
早
急

に
収
納
率
の
向
上
に
向
け

た
対
策
を
実
施
し
、
効
率

　

漏
水
調
査
の
実
施
に
よ

り
不
明
水
が
減
少
し
、
有

収
率
は
６
・
１
ポ
イ
ン
ト

上
昇
し
た
。
収
益
を
確
保

す
る
に
は
、
有
収
率
の
向

上
と
未
収
金
対
策
を
計
画

的
・
継
続
的
に
実
施
す
る

必
要
が
あ
る
。

少
や
歳
出
増
加
へ
の
備
え

と
し
て
、
標
準
財
政
規
模

の
一
定
程
度
の
基
金
積
み

立
て
を
目
指
す
こ
と
も
一

手
法
で
あ
る
。
経
常
収
支

比
率
は
94
・
６
%
で
３
・

１
ポ
イ
ン
ト
悪
化
し
た
。

財
政
力
指
数
は
、
０
・
２

４
８
で
依
存
財
源
に
頼
る

体
質
と
な
っ
て
い
る
。

的
な
事
務
処
理
を
行
う
こ

と
。
滞
納
繰
越
分
の
内
、

令
和
３
年
度
以
前
の
未
収

金
が
大
半
を
占
め
て
い
る
。

　

人
口
減
少
等
で
水
需
要

の
増
加
が
見
込
め
な
い
中
、

類
似
団
体
と
比
較
し
高
い

料
金
水
準
に
あ
り
価
格
改

定
は
困
難
で
あ
る
。
ま
た

配
水
管
な
ど
の
老
朽
化
が

進
ん
で
お
り
計
画
的
な
布

設
替
も
必
要
で
あ
る
。

 基金の残高
財政調整基金 町債管理基金

平成29年度 4億7642万円 2608万円

平成30年度 3億5996万円 989万円

令和元年度 2億2167万円 1369万円

令和２年度 4億524万円 7748万円

令和３年度 6億97万円 1億8163万円

令和４年度 5億982万円 1億1544万円

原状以上の改良復旧で ＝ 鏡沼

0
10
20
30
40
50
60
70
80
90
100
110
120
130
140
150
160

４
年
度

23
年
度

３
年
度

２
年
度

元
年
度

平
成

令
和

（億円）

町債残高一覧（一般会計）

１
３
０
億
９
２
１
２
万
円

１
４
２
億
７
７
２
３
万
円

１
４
２
億
４
９
７
８
万
円

１
４
５
億
９
６
０
３
万
円

９
６
億
２
１
４
６
万
円

24
年
度

１
０
４
億
１
９
２
０
万
円

27
年
度

26
年
度

25
年
度

１
１
０
億
７
１
０
２
万
円

１
２
５
億
６
９
０
５
万
円

30
年
度

29
年
度

28
年
度

１
２
９
億
１
３
１
７
万
円

１
３
１
億
１
１
６
６
万
円

１
２
９
億
７
９
４
４
万
円

１
１
５
億
２
５
７
０
万
円

いつまでつづく物価高騰

豪雨災害復旧に全力投入
　

決
算
特
別
委
員
会
は
常
任
委
員
会
を
単

位
と
す
る
２
分
科
会
で
構
成
さ
れ
、
一
般

会
計
な
ど
７
会
計
を
審
議
し
た
。

　

こ
こ
で
は
監
査
意
見
、
総
括
質
疑
、
町

長
に
対
す
る
質
疑
、
各
分
科
会
で
の
質
疑

を
要
約
し
て
お
伝
え
す
る
。

決　算
審　議

監　査
意　見

コ
ロ
ナ
影
響
に
よ
る
経
済
低
迷
、
物
価
高
騰
の
中

災害復旧など突発的な災害復旧など突発的な
財政支出に対応する余裕を財政支出に対応する余裕を

一
般
会
計

国
保
事
業
会
計

水
道
事
業
会
計

町債（借入金）の推移
ここが知りたい

次
は
総
括
質
疑

監
査
委
員　
嶋
貫
榮
次
・
鈴
木
孝
之

（4）（4）（5）（5） 議 会 だ よ り議 会 だ よ り議 会 だ よ り議 会 だ よ り
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神
村
一
般
会
計
決
算
収

支
に
お
い
て
令
和

４
年
度
の
未
収
入
特
定
財

源
が
、
前
年
度
の
二
倍
と

大
幅
増
に
な
っ
て
い
る
が

そ
の
要
因
は
な
に
か
。

財
政

課
長
未
収
入
特
定
財
源

は
、
当
該
年
度
に

収
入
さ
れ
て
い
な
い
が
翌

年
度
に
収
入
す
る
こ
と
が

確
実
な
特
定
財
源
で
あ
る
。

髙
橋
大
阪
市
で
は
、「
広

聴
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」「
広
報
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

を
策
定
し
て
広
聴
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
キ
ー
ポ
イ
ン

ト
は
直
接
市
民
に
対
し
迅

速
に
回
答
す
る
こ
と
や
、

市
民
の
声
を
広
く
聴
き
、

情
報
共
有
す
る
こ
と
、
回

答
は
14
日
以
内
に
す
る
こ

橋
本
令
和
４
年
度
の
一

般
会
計
の
繰
越
額

が
例
年
の
倍
の
12
億
６
１

４
９
円
、
不
用
額
は
９
９

３
７
万
円
と
大
幅
に
増
加

し
て
い
る
。
８
月
豪
雨
の

復
旧
事
業
が
令
和
５
年
に

繰
り
越
さ
れ
た
も
の
と
思

う
が
ど
う
か
。

　
ま
た
不
用
額
の
増
加
の

原
因
は
。

　

本
町
の
場
合
、
令
和
４

年
８
月
に
発
生
し
た
豪
雨

災
害
の
復
旧
工
事
の
多
く

が
翌
年
度
に
繰
越
事
業
と

な
っ
た
。
こ
の
財
源
で
あ

る
国
県
支
出
金
お
よ
び
町

債
の
多
く
が
令
和
４
年
度

末
時
点
で
未
収
入
と
な
っ

て
い
る
た
め
、
未
収
入
特

定
財
源
が
大
幅
に
増
加
し

た
も
の
で
あ
る
。

町
長
８
月
３
日
の
豪
雨

災
害
の
査
定
・
設

計
等
に
期
間
を
要
し
た
た

め
に
令
和
５
年
度
の
事
業

と
し
て
繰
り
越
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
不
用
額
に
つ
い

て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
、
災
害

等
で
予
定
さ
れ
た
事
業
が

中
止
、
縮
小
さ
れ
た
た
め

に
使
用
し
な
か
っ
た
事
業

費
の
積
み
重
ね
で
あ
る
。

づ
く
事
業
推
進
の
た
め
の

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
地
域

支
援
事
業
交
付
金
を
交
付

し
て
い
る
。
さ
ら
に
人
的

支
援
と
し
て
、
地
区
担
当

職
員
を
配
置
し
、
各
地
区

を
定
例
訪
問
し
な
が
ら
情

報
共
有
や
運
営
支
援
に
努

め
て
い
る
。

　

各
地
区
で
は
、
災
害
に

備
え
た
自
主
防
災
組
織
の

運
営
、
介
護
予
防
事
業
の

　

昨
年
８
月
の
豪
雨
で
は
、

道
路
・
河
川
・
橋
梁
の
公

共
土
木
施
設
に
大
き
な
被

害
を
受
け
た
。
発
災
直
後

か
ら
復
旧
工
事
の
査
定
資

料
を
取
り
ま
と
め
、
昨
年

11
月
に
国
の
災
害
復
旧
査

定
を
受
け
、
道
路
10
カ
所
、

河
川
15
カ
所
、
橋
梁
２
カ

所
の
計
27
カ
所
が
公
共
災

害
に
認
定
さ
れ
、
実
施
設

計
を
進
め
順
次
工
事
の
発

注
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
水
道
施
設
は
町

内
４
カ
所
で
被
災
が
確
認

さ
れ
、
昨
年
11
月
の
国
に

よ
る
災
害
復
旧
査
定
を
経

て
年
度
内
に
発
注
し
た
が
、

年
度
末
で
あ
っ
た
た
め
５

年
度
に
予
算
を
繰
り
越
し
、

工
事
を
進
め
て
い
る
状
況

で
あ
る
。

　

農
地
・
農
業
用
施
設
で

は
、
被
害
の
大
き
か
っ
た

　

各
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー

は
、
住
民
主
体
の
総
合
的

な
地
域
振
興
を
図
る
拠
点

施
設
と
し
て
、
各
地
区
経

営
母
体
を
指
定
管
理
者
と

し
、
管
理
運
営
事
業
を
委

託
し
て
い
る
。

　

町
の
財
政
支
援
に
つ
い

て
は
、
施
設
管
理
経
費
と

セ
ン
タ
ー
職
員
の
人
件
費

を
合
算
し
た
指
定
管
理
料

の
ほ
か
、
地
区
計
画
に
基

大
光
院
堤
周
辺
の
た
め
池

４
カ
所
は
山
形
県
に
委
託

し
た
ほ
か
、
白
川
土
地
改

良
区
実
施
が
６
カ
所
、
町

実
施
が
４
カ
所
と
な
っ
て

い
る
。
４
年
度
に
工
事
着

手
予
定
で
あ
っ
た
が
、
冬

期
間
の
工
事
に
な
る
た
め

全
て
予
算
を
繰
り
越
し
５

年
度
に
工
事
を
行
う
。

意
見

再
被
災
対
策
を
含

め
早
期
復
旧
に
向

け
て
、
国
、
県
な
ど
の
関

係
機
関
と
さ
ら
な
る
連
携

を
強
め
る
こ
と
。

推
進
、
親
睦
や
融
和
を
図

る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大

会
や
ま
つ
り
の
開
催
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
創
意
工
夫
を
図

り
な
が
ら
活
力
あ
る
地
域

づ
く
り
を
実
践
し
て
い
る
。

意
見

地
区
間
の
活
動
水

準
や
人
材
の
確

保
・
育
成
等
に
お
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
徴

を
出
し
な
が
ら
、
格
差
が

生
じ
な
い
よ
う
、
持
続
性

の
あ
る
地
域
づ
く
り
の
推

進
に
努
め
る
こ
と
。

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

議　　員　　名

茂
木　
　
晶

鈴
木　
孝
之

寒
河
江
寿
樹

遠
藤　
明
子

渡
部　
秀
一

寒
河
江　
司

吉
村　
　
徹

鈴
木　
幸
廣

神
村　
建
二

橋
本　
欣
一

髙
橋　
輝
行

伊
藤　
　
進

井
上　
晃
一

8/7臨時会
損害賠償請求事件の和解及び損害賠償額の額を定めることについて － 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 × 〇

令和５年度川西町一般会計補正予算（第２号） － × × 〇 × × 〇 〇 〇 〇 × 〇
川西町特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について － × × 〇 × × 〇 〇 〇 〇 × 〇

９月定例会
髙橋輝行議員の不適切な現金受領に関する問責決議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

※
除じ
ょ

斥せ
き

〇

髙橋輝行議員に対する辞職勧告決議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
※
除じ
ょ

斥せ
き

〇

他の議案はすべて全員賛成でした。○は賛成、×は反対、－は欠席。議長は賛否に加わらない。

※除斥とは　本人に関する議決をする場合本人は議決できないため、
退席となること

と
な
ど
が
あ
る
が
。

町
長
町
民
の
声
を
聴
く

機
会
と
し
て
、
町

長
と
の
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
、

町
長
へ
の
手
紙
、
町
長
へ

の
直
通
便
等
を
実
施
し
て

い
る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
や

広
聴
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の
先

進
事
例
を
研
究
し
、
町
民

の
声
に
対
応
し
て
い
く
体

制
づ
く
り
に
努
め
た
い
。

地域づくりの拠点 ＝ 東沢地区交流センター

復旧工事が進む ＝ 鏡沼排水路

神
村
建
二
議
員

未
収
入
特
定
財
源
、
大
幅
増
の
要
因
は

未
収
入
特
定
財
源
、
大
幅
増
の
要
因
は

髙
橋
輝
行
議
員

広
聴
事
業
の
取
り
組
み
は

広
聴
事
業
の
取
り
組
み
は

橋
本
欣
一
議
員

繰
越
額
・
不
用
額
の
大
幅
増
加
の
原
因
は

繰
越
額
・
不
用
額
の
大
幅
増
加
の
原
因
は

総　括
質　疑

次
は
分
科
会
審
査

町長に聞く
分科会の決算審査で、特に政策的な事項を
町長に聞いた

各
地
区
経
営
母
体
の
運
営
は

第
一
分
科
会

昨
年
の
災
害
復
旧
の
状
況
は

第
二
分
科
会

8/7臨時会・９月定例会の議決状況

（6）（6）（7）（7） 議 会 だ よ り議 会 だ よ り議 会 だ よ り議 会 だ よ り
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問
市
街
地
排
水
路
の

管
理
状
況
は
。

地
域
整

備
課
長
市
街
地
排
水
路
の

３
水
路
（
萩
野

堀
・
中
小
松
堀
・
天
神
堀
）

の
水
質
調
査
と
合
せ
て
犬

川
の
流
量
調
査
を
実
施
し
、

白
川
土
地
改
良
区
と
取
り

交
わ
し
た
覚
書
の
範
囲
内

で
試
験
通
水
を
行
っ
て
い

る
。

意
見

３
水
路
の
環
境
改

善
に
努
め
る
こ
と
。

問
住
宅
建
設
支
援
事

業
の
内
容
は
。

地
域
整

備
課
長
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

補
助
金
交
付
件
数

は
92
件
で
あ
っ
た
。

意
見

補
助
金
の
周
知
を

強
化
し
、
町
内
業

者
の
支
援
の
た
め
に
も
制

度
の
活
用
を
促
す
こ
と
。

問
在
宅
福
祉
支
援
事

業
は
。

福
祉
介

護
課
長
高
齢
者
等
世
帯
の

雪
下
ろ
し
等
に
支

援
し
て
い
る
。

意
見

除
雪
費
援
助
の
手

続
き
の
簡
素
化
や

援
助
費
用
に
つ
い
て
、
さ

ら
に
充
実
を
図
る
こ
と
。

問
女
性
農
業
者
支
援

事
業
の
成
果
は
。

産
業
振

興
課
長
現
在
認
定
中
の
６

人
の
う
ち
５
人
が

支
援
事
業
を
活
用
し
て
い

る
。

意
見

女
性
農
業
者
が
互

い
に
連
携
し
な
が

ら
農
業
経
営
を
拡
充
で
き

る
よ
う
、
認
定
期
間
終
了

後
の
支
援
策
を
検
討
す
る

こ
と
。

問
水
道
事
業
で
の
石

綿
セ
メ
ン
ト
管
の

更
新
は
。

地
域
整

備
課
長
令
和
４
年
度
に
国

の
交
付
金
事
業
の

採
択
を
受
け
、
５
箇
年
計

画
で
更
新
を
進
め
る
予
定

で
あ
り
、
４
年
度
は
一
般

県
道
口
田
沢
川
西
線
配
水

管
更
新
工
事
の
設
計
業
務

を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、

５
年
度
よ
り
４
年
間
で
の

更
新
工
事
を
実
施
し
継
続

し
て
石
綿
セ
メ
ン
ト
管
の

更
新
を
進
め
る
。

意
見

今
後
も
石
綿
セ
メ

ン
ト
管
の
更
新
を

一
層
進
め
る
こ
と
。

産業厚生産業厚生
第 ２第 ２

分科会分科会

総務文教総務文教
第 １第 １

分科会分科会

問
フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ

ラ
ザ
の
施
設
整
備

の
状
況
は
。

教
育
文

化
課
長
施
設
全
体
に
経
年

劣
化
が
み
ら
れ
る
。

修
繕
が
必
要
な
箇
所
に
つ

い
て
優
先
順
位
を
決
め
各

種
修
繕
を
行
っ
て
い
る
。

意
見

施
設
全
体
の
改
修

計
画
が
必
要
で
あ

り
、
特
に
屋
根
等
の
外
観

整
備
に
早
急
に
取
り
組
む

こ
と
。

問
防
災
対
策
事
業
と

は
。

安
全
安

心
課
長
各
地
区
自
主
防
災

組
織
へ
の
整
備
補

助
金
で
あ
る
。

意
見

防
災
用
品
が
数
多

く
な
っ
て
き
て
い

る
。
関
係
課
と
連
携
し
適

切
な
保
管
体
制
を
進
め
る

こ
と
。

問
デ
マ
ン
ド
型
乗
合

交
通
の
現
状
は
。

ま
ち
づ
く

り
課
長

登
録
者
が
減
少
し

て
い
る
一
方
、
利

用
者
数
は
コ
ロ
ナ
の
状
況

の
変
化
に
伴
い
増
加
傾
向

に
あ
る
。

意
見

住
民
が
さ
ら
に
利

用
し
や
す
い
デ
マ

ン
ド
交
通
と
な
る
よ
う
努

め
る
こ
と
。

問
自
治
会
活
動
推
進

事
業
と
は
。

ま
ち
づ
く

り
課
長

自
治
会
の
在
り
方

に
つ
い
て
は
、
個

別
の
状
況
を
把
握
し
な
が

ら
対
応
し
て
い
る
。

意
見

自
治
会
の
在
り
方

の
方
向
性
を
検
討

す
る
こ
と
。

問
学
区
再
編
整
備
事

業
の
結
果
は
。

教
育
文

化
課
長
玉
庭
地
区
の
要
望

を
受
け
、
玉
庭
小

お
よ
び
小
松
小
に
学
区
再

編
検
討
委
員
会
を
設
置
し

検
討
し
た
結
果
、
玉
庭
小

を
閉
校
し
、
小
松
小
に
統

合
す
る
答
申
を
受
け
、
令

和
６
年
４
月
開
校
を
目
指

す
。

意
見

今
後
の
小
学
校
統

合
に
つ
い
て
は
、

地
域
の
考
え
を
待
つ
だ
け

で
な
く
行
政
と
し
て
計
画

作
り
を
検
討
す
る
こ
と
。

フレンドリープラザもう30年、全体の改修計画が必要

整備が進まない排水路 ＝ 中小松堀

フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ

老
朽
化
の
対
応
は

市
街
地
排
水
路
の
管
理
は
適
正
か

次
は
補
正
予
算

（8）（8）（9）（9） 議 会 だ よ り議 会 だ よ り議 会 だ よ り議 会 だ よ り
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問
財
政
調
整
基
金
管

理
事
業
の
内
容
は
。

財
政

課
長
財
政
調
整
基
金
の

積
立
て
を
行
う
も

の
。

意
見

健
全
な
財
政
運
営

を
図
る
こ
と
。

問
尾
長
島
工
業
団
地

の
企
業
誘
致
推
進

事
業
の
内
容
は
。

政
策
推

進
課
長
民
間
事
業
者
か
ら

寄
付
を
受
け
た
用

地
を
、
引
き
続
き
用
地
活

用
を
図
る
。
適
正
な
分
譲

価
格
と
す
る
た
め
に
不
動

産
鑑
定
を
行
う
も
の
。

意
見

早
期
売
却
に
向
け

て
条
件
を
検
討
す

る
こ
と
。

問
小
学
校
消
防
用
設

備
は
何
を
修
繕
す

る
の
か
。

会計別 歳入歳出予算 議決の内容

一般会計（第３号） 120億9970万円
（1億9470万円を追加補正）全員賛成により可決

国民健康保険事業
特別会計（第１号）

16億9295万円
（674万円を追加補正）全員賛成により可決

下水道事業特別会
計（第２号）

4億7759万円
（1312万円を追加補正）全員賛成により可決

農業集落排水事業
特別会計（第１号）

1億3万円
（412万円を追加補正）全員賛成により可決

介護保険事業特別
会計（第２号）

21億4816万円
（4672万円を追加補正）全員賛成により可決

後期高齢者医療特
別会計（第１号）

1億9114万円
（328万円を追加補正）全員賛成により可決

水道事業会計（第２号）
収益的支出

4億5505万円
（100万円を追加補正）全員賛成により可決

（歳出）
出産・子育て応援交付金　補助金 300万円
生産資材高騰対策支援事業　補助金 1076万円
デジタル地域通貨導入事業　使用料等 209万円
公共土木施設災害復旧事業(単独)　工事請負費 1400万円
（歳入）
国庫支出金 954万円
県支出金 1590万円

　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
が
９
月
20
日
か
ら
希

望
す
る
す
べ
て
の
方
を
対

象
に
開
始
。
対
応
ワ
ク
チ

ン
で
６
カ
月
以
上
の
乳
児

か
ら
、
初
回
接
種
を
終
了

し
た
す
べ
て
の
方
が
対
象

と
な
る
。
集
団
・
個
別
接

種
ど
ち
ら
も
対
応
。

　

物
価
高
騰
対
策
と
し
て
、

令
和
５
年
度
川
西
町
プ
レ

ミ
ア
ム
付
電
子
商
品
券
を

発
行
す
る
。
１
万
円
で
１

万
３
０
０
０
円
分
が
買
え

る
「
ダ
リ
ヤ
ｐ
ａ
ｙ
」
は
、

町
の
加
盟
店
よ
り
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
で
買
い
物
が
で

き
、
１
ポ
イ
ン
ト
１
円
の

デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨
で
、

町
内
初
の
取
り
組
み
で
あ

る
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
の

ア
プ
リ
型
と
、
あ
ら
か
じ

め
ポ
イ
ン
ト
が
チ
ャ
ー
ジ

さ
れ
た
カ
ー
ド
型
の
２
種

類
か
ら
選
択
で
き
る
。
誰

で
も
購
入
可
能
（
た
だ
し
、

カ
ー
ド
型
は
町
民
に
限

る
）
１
人
３
万
円
（
３
万

９
０
０
０
ポ
イ
ン
ト
）
ま

で
利
用
で
き
る
。

教
育
文

化
課
長
各
小
学
校
の
感
知

器
交
換
、
防
火
シ

ャ
ッ
タ
ー
修
繕
、
誘
導
灯

電
池
交
換
等
で
あ
る
。

問
デ
ジ
タ
ル
地
域
通

貨
導
入
事
業
の
内

容
は
。

産
業
振

興
課
長
町
内
の
消
費
促
進

を
図
る
た
め
、「
ダ

リ
ヤ
ｐ
ａ
ｙ
」
を
活
用
し

た
プ
レ
ミ
ア
ム
付
電
子
商

品
券
を
発
行
す
る
。
事
業

者
、
利
用
者
向
け
に
説
明

会
を
実
施
す
る
予
定
。

意
見

で
き
る
限
り
地
域

店
で
利
用
促
進
が

図
ら
れ
る
よ
う
、
積
極
的

に
広
報
す
る
こ
と
。

問
ハ
ー
ブ
園
の
復
旧

工
事
の
状
況
は
。

産
業
振

興
課
長
置
賜
公
園
施
設
災

害
復
旧
工
事
と
、

の
り
面
の
測
量
設
計
業
務

委
託
の
増
額
補
正
で
、
鏡

沼
の
災
害
箇
所
と
隣
接
す

る
た
め
、
鏡
沼
の
復
旧
計

画
に
合
わ
せ
た
施
工
と
す

る
。

意
見

鏡
沼
排
水
路
の
復

旧
工
事
と
と
も
に
、

十
分
な
用
地
を
確
保
し
、

早
期
再
開
に
向
け
継
続
的

に
整
備
す
る
こ
と
。

　

高
騰
す
る
燃
料
費
や
肥

料
費
が
農
業
経
営
を
圧
迫

し
、
今
後
も
先
行
き
不
透

明
の
中
、
継
続
し
て
営
農

活
動
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
た
め
の
農
業
経
営
費
の

支
援
対
策
で
あ
る
。
面
積

要
件
10
ａ
以
上
（
枝
豆
は

60
ａ
以
上
）
総
事
業
費
の

１
／
２
以
内
（
上
限
10
万

円
）
で
あ
る
。

　こども家庭庁が掲げる「こどもまんなか」の趣旨に賛同し、
令和５年６月に山形県知事がこどもまんなか応援サポーター
に就任した。
　「こどもまんなか」とは、子どもや若者の意見を聴き、ま
た、その意見を尊重し、子どもや若者にとってよいことは何
かを考え、自分ができるアクションを実践していくこと。
　県では、赤ちゃんや小さな子どもたちと安心して外出でき
る環境整備と、子育て支援や若者が活躍できる環境づくりな
ど「子育てするなら山形県」の実現に向けた取り組みを進め
ている。川西町議会は、県の趣旨に賛同し、より良い子育て
支援につながるよう活動していく。

30％プレミアム付きデジタル通貨（ダリヤPay）でお得にお買い物

補 正
予 算

町
内
初
デ
ジ
タ
ル
通
貨
導
入

　

令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
は
、
物

価
高
騰
に
よ
る
生
産
資
材
高
騰
対
策
支
援
経
費
や
、
デ
ジ

タ
ル
地
域
通
貨
導
入
に
よ
る
電
子
商
品
券
の
発
行
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
、
出
産
・
子
育
て
応
援

交
付
金
、
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
工
事
が
中
心
で
あ
る
。

令和５年度各会計補正予算令和５年度各会計補正予算

一般会計補正予算（第３号）の主な内容

主
な
質
疑

生
産
資
材
高
騰

対
策
支
援
事
業

デ
ジ
タ
ル
通
貨

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

オ
ミ
ク
ロ
ン
株

（
Ｘ
Ｂ
Ｂ
１
・
５
）対
応

次
は
人
事
・
請
負
契
約
・
請
願

川西町議会
こどもまんなか応援サポーター宣言こどもまんなか応援サポーター宣言

こどもたちが健やかで幸せに成長できるように

（10）（10）（11）（11） 議 会 だ よ り議 会 だ よ り議 会 だ よ り議 会 だ よ り
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島
貫
由
実
教
育
委
員
が

９
月
30
日
で
任
期
満
了
の

た
め
提
案
さ
れ
、
同
意
し

た
。

⃝

島
貫 

由
実

（
再
任
）洲
島

平
成
28
年
10
月
に
川
西
町

教
育
委
員
就
任（
３
期
目
）

職
業 

児
童
ク
ラ
ブ
き
ら

り
支
援
員（
吉
島
地
区
の

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
）

全
員
賛
成
に
よ
り
同
意

　

令
和
５
年
12
月
31
日
を

も
っ
て
任
期
満
了
の
た
め

提
案
さ
れ
、
同
意
し
た
。

⃝
貝
沼
　
新
八

（
再
任
）３
期
目

川
西
町
大
字
玉
庭

全
員
賛
成
に
よ
り
同
意

⃝

髙
橋
　
佳
子

（
再
任
）３
期
目

川
西
町
大
字
西
大
塚

全
員
賛
成
に
よ
り
同
意

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
５
類
感
染
症
に

変
更
し
た
こ
と
に
伴
い
、

当
該
感
染
症
に
対
す
る
特

殊
勤
務
手
当
を
廃
止
す
る

も
の
。

全
員
賛
成
に
よ
り
可
決

　

町
立
小
学
校
の
学
区
再

編
に
よ
り
、
川
西
町
立
玉

庭
小
学
校
を
閉
校
す
る
も

の
。全

員
賛
成
に
よ
り
可
決

　

川
西
町
都
市
計
画
審
議

会
委
員
構
成
を
見
直
し
、

町
民
の
参
画
機
会
を
拡
大

す
る
た
め
。

全
員
賛
成
に
よ
り
可
決

　

小
松
小
学
校
お
よ
び
玉

庭
小
学
校
に
よ
る
開
校
準

備
委
員
会
を
令
和
５
年
５

月
22
日
に
設
置
。
令
和
６

年
１
月
ま
で
合
計
４
回
開

催
し
、
４
つ
の
専
門
部
会

を
５
月
か
ら
11
月
ま
で
４

回
開
催
す
る
。
ま
た
、
５

月
か
ら
12
月
ま
で
当
該
学

校
間
の
交
流
事
業
を
実
践

す
る
。

　

町
は
、
準
備
委
員
会
の

報
告
を
受
け
最
終
確
認
を

行
う
。
令
和
６
年
３
月
に

玉
庭
小
学
校
閉
校
式
を
行

う
。

　

令
和
５
年
６
月
16
日
議

決
の
問
責
決
議
に
つ
い
て
、

正
式
な
説
明
が
な
さ
れ
て

い
な
い
。
議
員
と
し
て
の

自
覚
と
責
任
あ
る
行
動
を

強
く
求
め
、
再
び
こ
こ
に

問
責
決
議
を
あ
げ
る
。

一
、
町
議
会
本
会
議
も
し

く
は
全
員
協
議
会
に
お
い

て
、
当
該
空
き
家
の
管
理

お
よ
び
手
付
金
受
領
に
関

し
説
明
を
す
る
こ
と

一
、
町
民
に
対
し
て
も
同

様
の
説
明
責
任
を
果
た
す

こ
と

一
、
上
記
の
件
に
つ
い
て

は
、
令
和
５
年
９
月
定
例

会
中
に
履
行
す
る
こ
と

　

令
和
５
年
９
月
１
日

全
員
賛
成
に
よ
り
可
決

提
出
理
由

　

川
西
町
議
会
に
対
す
る

町
民
の
信
頼
を
著
し
く
失

墜
さ
せ
た
。
髙
橋
輝
行
議

発
議
者　
　

遠
藤　

明
子

賛
成
者　
　

橋
本　

欣
一　

鈴
木　

幸
廣

寒
河
江
寿
樹　

鈴
木　

孝
之

神
村　

建
二　

茂
木　
　

晶

吉
村　
　

徹　

渡
部　

秀
一

全
員
賛
成
に
よ
り
可
決

　

髙
橋
輝
行
議
員
は
、
本
年
２
月
、
空
き
家
バ
ン
ク
の
仲
介
と
称
し
て
、
手
付
金
１

０
０
万
円
を
受
領
し
た
。
そ
の
後
、
売
り
手
、
買
い
手
側
か
ら
議
員
本
人
と
の
連
絡

が
取
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
買
い
手
側
の
親
戚
よ
り
、
各
議
員
に
対
し
事
態

の
収
拾
依
頼
の
手
紙
が
届
い
た
。
同
時
に
各
報
道
機
関
に
も
本
件
の
情
報
が
流
れ
た
。

結
果
、
髙
橋
輝
行
議
員
の
不
正
受
領
が
、
町
内
外
に
知
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の

後
、
返
金
さ
れ
た
と
い
う
も
の
、
一
連
の
行
為
は
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

　

川
西
町
議
会
で
は
全
会
一
致
で
２
度
に
わ
た
り
、
説
明
責
任
の
追
及
の
た
め
の
問

責
決
議
を
可
決
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
履
行
は
さ
れ
て
い
な
い
。

　

今
回
の
行
為
は
町
民
の
信
託
を
受
け
た
町
議
会
議
員
と
し
て
の
自
覚
を
欠
く
行
為

で
あ
り
、
川
西
町
議
会
政
治
倫
理
に
関
す
る
決
議
に
反
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

議
員
一
人
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、
川
西
町
議
会
に
対
す
る
町
民
の
信
頼
を
著
し

く
失
墜
さ
せ
た
こ
と
の
社
会
的
、
道
義
的
責
任
は
重
い
。

　

よ
っ
て
、
川
西
町
議
会
は
、
議
会
へ
の
町
民
の
信
頼
を
回
復
す
る
た
め
、
自
ら
の

意
思
と
責
任
に
お
い
て
髙
橋
輝
行
議
員
の
議
員
辞
職
を
勧
告
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

以
上
決
議
す
る
。

　

令
和
５
年
９
月
20
日　
　
　
　
　
　

川
西
町
議
会

請
願
第
２
号

　
Ｊ
Ｒ
羽
前
小
松
駅
の
東

西
区
域
を
ス
ム
ー
ズ
に
往

来
で
き
る
自
由
通
路
の
整

備
推
進
に
か
か
る
請
願

請
願
者

東
西
自
由
通
路
を
実
現
す

る
会　
　
　

園
部　

義
一

紹
介
議
員　
茂
木　
　

晶

　
　
　
　
　

髙
橋　

輝
行

所
管
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　

羽
前
小
松
駅
の
東
西
の

ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て
、
利

便
性
の
向
上
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
第
３
次
川
西
町

総
合
計
画
以
降
整
備
は
行

わ
れ
て
い
な
い
。
実
現
に

向
け
引
き
続
き
検
証
す
る

必
要
が
あ
る
。

審
査
結
果　
採
択
。

全
員
賛
成
に
よ
り
可
決

《
変
更
金
額
》 

　

７
２
６
万
円
（
増
額
）

（
変
更
後
の
総
額
）

　

６
６
８
８
万
円

《
受
注
者
》

株
式
会
社　

殖
産
工
務
所

《
工
期
》

　
　

令
和
５
年
11
月
30
日

《
請
負
金
額
》 

　

２
億
３
６
５
０
万
円

《
受
注
者
》

株
式
会
社　

殖
産
工
務
所

《
工
期
》

　
　

令
和
６
年
３
月
19
日

《
内
容
》

３
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
屋
根

面
の
鉄
骨
ブ
レ
ー
ス
交
換
、

２
階
ア
リ
ー
ナ
の
ア
ル
ミ

製
格
子
天
井
撤
去
、
鉄
骨

ブ
レ
ー
ス
の
補
強
工
事
等
。

こ
の
工
事
に
よ
り
令
和
５

年
10
月
１
日
よ
り
令
和
６

年
３
月
31
日
ま
で
休
館
と

な
る
。

員
の
責
任
は
重
く
、
断
じ

て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な

い
。
自
ら
の
意
思
と
責
任

に
お
い
て
町
議
会
議
員
を

辞
職
す
る
こ
と
を
強
く
求

め
る
も
の
で
あ
る
。

耐震補強が待たれる ＝ 町民総合体育館

人　事
教
育
委
員
会
委
員
の

任
命
に
同
意

人
権
擁
護
委
員
の
推

薦
に
２
人
を
同
意

次
は
一
般
質
問

条　例

問 責
決 議

議員辞職
勧告決議

川
西
町
一
般
職
の
職
員

の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

川
西
町
立
学
校
設
置
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

川
西
町
都
市
計
画
審
議

会
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

玉
庭
小
廃
校
の
説
明
と

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

高
橋
輝
行
議
員
の
不
適

切
な
現
金
受
領
に
関
す

る
問
責
決
議

請 願

請　負
契　約

花
丘
町
下
小
松
線
防
雪
柵
設
置

工
事
変
更
請
負
契
約
の
締
結

町
民
総
合
体
育
館
耐
震
補

強
工
事
請
負
契
約
の
締
結

髙
橋
輝
行
議
員
に
対
す
る
辞
職
勧
告
決
議

　

議
会
初
日
の
９
月
１
日
に
２
度
目
の
問
責
決
議
を
発

議
・
可
決
し
た
が
、
髙
橋
輝
行
議
員
か
ら
説
明
が
な
か
っ

た
た
め
、
最
終
日
に
辞
職
勧
告
の
発
議
を
行
っ
た
。
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※一般質問　議員が町の行財政全般に関し、執行者所見や疑義について質問できる
ものである。質問時間は１人につき質問答弁を含め60分以内とする。

次回定例会は12月です
議会傍聴においでください

定例会本会議、予算特別委員会はNCV、インターネットで生中継。議会フェイスブックもご覧ください。

まちの未来が見える （９月定例会の傍聴者は７人）

どなたでも傍聴できます
（事前連絡は不要です。

役場３階においでください）

吉
村
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
取
得
状
況
は
。

町
長
町
長
交
付
率
は
、
今
年

７
月
末
日
現
在

79
・
３
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ

り
、
１
万
９
４
１
人
が
所

持
し
て
お
り
、町
は
、国
・

県
の
平
均
を
上
回
っ
て
い

る
状
況
に
あ
る
。

吉
村
全
国
的
に
、
コ
ン

ビ
ニ
サ
ー
ビ
ス
に

お
け
る
誤
交
付
、
公
金
口

座
誤
登
録
、
マ
イ
ナ
ポ
イ

ン
ト
の
別
人
へ
の
付
与
な

ど
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
事

案
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
が
、

本
町
で
ト
ラ
ブ
ル
事
案
は

な
い
か
。

町
長
町
長
本
町
で
の
ト
ラ
ブ

ル
事
案
は
確
認
さ

れ
て
お
ら
ず
、
現
時
点
で

は
ト
ラ
ブ
ル
に
よ
る
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
返
還

は
な
い
。

吉
村
取
得
し
な
い
方
へ

の
対
応
は
。

町
長
町
長
取
得
し
な
い
方
の

多
く
は
、
施
設
入

所
者
や
高
齢
者
で
、
手
続

き
が
煩
雑
な
た
め
申
請
し

な
い
な
ど
の
事
由
を
聞
い

て
お
り
、
今
後
と
も
、
町

民
に
対
し
広
く
周
知
を
図

り
取
得
向
上
に
努
め
る
。

吉
村
現
在
の
保
険
証
の

廃
止
は
ど
う
な
る
。

町
長
町
長
国
は
、
令
和
６
年

秋
に
被
保
険
者
証

を
廃
止
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
に
よ
る
オ
ン
ラ

イ
ン
資
格
確
認
を
基
本
と

し
て
い
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン

資
格
確
認
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
な
い
方
に
つ
い
て

は
、
具
体
的
な
内
容
は
未

定
で
あ
り
、
方
針
が
示
さ

れ
た
段
階
で
検
討
を
行
っ

て
い
く
。

吉
村
ガ
ソ
リ
ン
価
格
、

電
気
、
ガ
ス
代
、

食
品
な
ど
生
活
に
欠
か
せ

な
い
商
品
等
の
物
価
高
騰

対
策
は
。

町
長
町
長
町
民
生
活
や
、
商

工
業
者
に
大
き
な

負
担
と
な
っ
て
い
る
も
の

と
思
慮
し
て
い
る
。
こ
の

た
め
、
国
の
「
電
力
、
ガ

ス
、
食
料
品
等
価
格
高
騰

重
点
支
援
地
方
交
付
税
」、

ま
た
、
県
の
補
助
制
度
を

活
用
し
た
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
く
。

吉
村
昨
今
の
異
常
気
象

に
よ
る
温
暖
化
対

策
は
。

町
長
町
長
温
暖
化
対
策
は
、

全
世
界
的
課
題
で

あ
り
、
集
中
豪
雨
や
大
型

吉　村　　　徹　議員（15ページ）
❶ マイナンバーカード
❷ 物価高騰対策
❸ 異常気象よる猛暑

橋　本　欣　一　議員（16ページ）
❶ 第９期介護保険事業計画
❷ コロナ後の町内の経済状況

茂　木　　　晶　議員（17ページ）
❶ 子育て支援
❷ 旧役場跡地利活用
❸ 公共施設の管理

鈴　木　孝　之　議員（18ページ）
❶ 2026水田水張問題
❷ 小学校再編整備計画
③ 空き家対策

遠　藤　明　子　議員（19ページ）
❶ 温暖化対策
❷ 小中学校における熱中症対策
❸ 小学校再編

寒河江　　　司　議員（20ページ）
❶ ふるさと納税
❷ 町職員の自死に対する町長の責任

髙　橋　輝　行　議員（21ページ）
❶ 行財政改革（数値目標設定）の取り組み
❷ 治水対策（内山沢地域）
❸ 損害賠償請求事件（遅延損害金）

一般質問は、議会ホームページの録画中継によって見ること
ができます。（https://www.town.kawanishi.yamagata.jp）
白 抜きの数字は掲載された質問。それ以外は誌面の都合に
より掲載できなかったもの。

台
風
な
ど
気
象
災
害
が
頻

発
し
て
お
り
、
待
っ
た
な

し
の
地
球
温
暖
化
を
食
い

止
め
る
た
め
に
、
私
た
ち

一
人
ひ
と
り
が
「
自
分
の

こ
と
」
と
し
て
負
荷
を
抑

え
ら
れ
る
よ
う
情
報
を
共

有
し
、
取
り
組
ん
で
い
く
。

川西町議会HP
QRコード

川西町議会FB
QRコード

吉村　徹 議員

マイナンバーカード、トラブルなく利用できるか

77人の議員がするどく一般質問
定例会第４日目・第５日目に一般質問が行われ、７人の議員が町政について質問しました。

（発言順）に掲載します。

町政をただす町政をただす
かわにしのここが聞きたい

マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド

マイナンバーカードの取得状況はマイナンバーカードの取得状況は

　町長 ー 国・県の平均を上回っている

物
価
高
騰
対
策

異
常
気
象
に
よ
る
猛
暑

（14）（14）（15）（15） 議 会 だ よ り議 会 だ よ り議 会 だ よ り議 会 だ よ り
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茂
木
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
を
各
地
区
に

１
つ
の
割
合
で
整
備
す
べ

き
で
は
。

町
長
町
長
施
設
整
備
費
用
や

保
育
士
等
の
人
員

確
保
等
の
課
題
も
あ
り
、

現
有
施
設
の
充
実
を
図
る

と
と
も
に
、
周
知
・
Ｐ
Ｒ

に
努
め
、
一
層
利
用
し
や

す
い
施
設
を
目
指
す
。

茂
木
冬
季
間
の
室
内
遊

戯
場
が
な
い
こ
と

は
子
ど
も
や
親
に
と
っ
て

大
変
な
ス
ト
レ
ス
に
な
っ

て
い
る
。
他
市
町
の
よ
う

な
大
型
の
室
内
遊
戯
場
を

整
備
し
て
は
ど
う
か
。

町
長
町
長
現
在
整
備
を
進
め

て
い
る
「
川
西
町

地
域
振
興
拠
点
施
設
」
内

に
お
い
て
、
子
育
て
世
代

の
親
子
が
交
流
で
き
る

「
親
子
ス
ペ
ー
ス
」
を
設

け
る
と
と
も
に
、「
ホ
ー

ル
」
や
「
ホ
ワ
イ
エ
」
を

交
流
の
場
と
し
て
利
活
用

し
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い

る
。茂

木
「
川
西
町
地
域
振

興
拠
点
施
設
」
は
、

小
松
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー

だ
け
で
運
用
で
き
る
か
。

町
長
町
長
小
松
地
区
交
流
セ

ン
タ
ー
に
お
け
る

地
域
づ
く
り
等
の
役
割
は
、

利
用
者
が
主
体
と
な
る
機

能
を
明
確
に
し
て
い
る
た

め
、
全
て
を
押
し
付
け
る

も
の
で
は
な
い
。

茂
木
な
ぜ
、
商
工
会
か

ら
の
入
居
依
頼
を

茂
木
公
立
置
賜
川
西
診

療
所
の
耐
震
基
準

は
満
た
さ
れ
て
い
る
か
。

町
長
町
長
耐
震
診
断
を
行
っ

て
い
な
い
た
め
耐

橋
本
来
年
度
か
ら
第
９

期
介
護
保
険
事
業

が
始
ま
る
。
大
き
な
制
度

改
悪
が
あ
る
と
聞
く
。

　
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
負
担

が
、
一
定
所
得
の
あ
る
方

は
２
割
負
担
に
。
ケ
ア
プ

ラ
ン
の
有
料
化
、
要
介
護

１
、
２
の
高
齢
者
の
訪
問

看
護
・
通
所
介
護
を
介
護

保
険
か
ら
は
ず
し
、
町
の

地
域
支
援
事
業
に
移
行
、

介
護
職
員
配
置
基
準
の
緩

和
で
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
な

ど
が
揚
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
第
９
期
の
計
画
の
た
め

に
ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施
し

た
が
そ
の
特
徴
は
。

町
長
町
長
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と

外
出
機
会
の
減
少
、

運
動
機
能
・
口
腔
機
能
の

低
下
、
う
つ
傾
向
、
転
倒

の
リ
ス
ク
該
当
者
が
増
加
。

　

相
談
す
る
相
手
が
い
な

い
方
の
割
合
が
増
加
す
る

な
ど
、
社
会
参
加
・
地
域

と
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化

が
う
か
が
え
る
。

　

施
設
等
の
入
所
入
居
へ

の
検
討
は
、
55
パ
ー
セ
ン

ト
の
方
が
考
え
て
い
な
い

と
あ
る
。
在
宅
介
護
希
望

の
方
が
多
く
、
適
切
な
提

供
体
制
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。橋

本
介
護
保
険
の
改
正

点
は
ど
う
か
。

町
長
町
長
改
正
点
は
先
送
り

さ
れ
て
お
り
、
結

論
は
出
て
い
な
い
。
こ
れ

ま
で
の
議
論
で
示
さ
れ
て

い
る
見
直
し
案
で
計
画
を

進
め
て
い
る
。

橋
本
団
塊
の
世
代
が
75

歳
を
迎
え
る
２
０

橋
本
コ
ロ
ナ
の
５
類
指

定
以
降
も
経
済
状

況
は
回
復
し
て
い
な
い
。

現
状
把
握
、
さ
ら
な
る
支

援
が
必
要
だ
。
対
応
は
。

町
長
町
長
業
種
に
よ
り
異
な

る
が
、
製
造
業
な

ど
で
は
円
安
な
ど
も
あ
り

好
転
し
て
い
る
企
業
も
あ

る
。
飲
食
業
は
夜
間
の
来

客
が
戻
ら
ず
、
ま
だ
ま
だ

影
響
が
残
っ
て
い
る
。

　

物
価
高
騰
も
あ
り
、
消

費
喚
起
の
た
め
デ
ジ
タ
ル

地
域
通
貨
「
ダ
リ
ヤ
Ｐ
ａ

ｙ
」
を
導
入
し
、
30
パ
ー

セ
ン
ト
ポ
イ
ン
ト
の
プ
レ

ミ
ア
ム
付
電
子
商
品
券
を

販
売
し
景
気
回
復
の
一
助

と
し
た
い
。

２
５
年
問
題
で
介
護
対
象

者
が
増
え
る
と
思
わ
れ
る
。

施
設
数
、
介
護
職
員
不
足
、

処
遇
改
善
が
求
め
ら
れ
て

い
る
が
町
内
状
況
は
ど
う

か
。町

長
町
長
本
町
の
65
歳
以
上

の
人
口
は
、
２
０

２
０
年
末
の
５
６
０
７
人

を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
て
お

り
、
２
０
２
３
年
７
月
に

は
５
５
２
９
人
と
な
り
、

地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た

計
画
と
す
る
。

断
っ
た
の
か
。

町
長
町
長
基
本
計
画
に
お
い

て
一
定
の
延
床
面

積
を
設
定
し
て
い
る
こ
と

や
町
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

に
お
い
て
基
本
設
計
素
案

を
取
り
ま
と
め
る
こ
と
と

し
て
い
た
。
そ
の
中
で
の

議
論
を
踏
ま
え
決
定
し
た
。

茂
木
指
定
管
理
者
は
ど

の
よ
う
に
決
定
さ

れ
る
か
。

町
長
町
長
指
定
管
理
者
の
募

集
は
原
則
一
施
設

ご
と
公
募
に
よ
り
行
う
も

の
と
さ
れ
て
い
る
が
、
設

置
目
的
の
効
果
的
な
達
成

が
思
量
さ
れ
る
と
き
は
、

公
募
に
よ
ら
ず
選
定
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
現
在
の

小
松
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー

の
指
定
管
理
者
で
あ
る
小

松
地
区
地
域
振
興
協
議
会

を
想
定
し
て
い
る
。

　

な
お
、
現
在
ま
で
指
定

管
理
者
の
選
定
に
あ
た
っ

て
公
募
に
よ
る
指
定
は
な

い
。

震
基
準
を
満
た
し
て
い
る

か
は
不
明
で
あ
る
。

茂
木
公
立
置
賜
川
西
診

療
所
の
建
て
替
え

や
移
転
は
検
討
さ
れ
て
い

る
か
。

町
長
町
長
庁
内
に
検
討
委
員

会
を
設
置
し
診
療

所
の
現
状
調
査
や
課
題
分

析
を
行
い
施
設
整
備
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
る
。

橋本欣一 議員

100歳体操で介護予防 ＝ 塩ノ沢公民館

茂木　晶 議員

子育て支援センターこあら（吉島）の利用も進めよう

かわにしの ここが聞きたい
介護

介
護
保
険
は
ど
う
変
わ
る

介
護
保
険
は
ど
う
変
わ
る

　
町
長 

ー 
詳
細
は
未
定
で
あ
る

子
育
て

各地区に子育て支援センターを各地区に子育て支援センターを

　町長 ー 現有施設の充実を図る

町
内
経
済
状
況
は
ど
う
か

地
域
振
興
拠
点
施
設

公
立
置
賜
川
西
診
療
所

一　般
質　問

（16）（16）（17）（17） 議 会 だ よ り議 会 だ よ り議 会 だ よ り議 会 だ よ り
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遠
藤
町
は
、
令
和
２
年

度
に
「
川
西
町
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣

言
」
を
行
い
、
２
０
５
０

年
ま
で
に
二
酸
化
炭
素

（
CO2
）
の
排
出
量
ゼ
ロ
を

目
指
し
て
い
る
が
、
町
民

に
そ
の
取
り
組
み
が
浸
透

し
て
い
な
い
よ
う
に
感
じ

る
。
町
民
参
画
を
ど
の
よ

う
に
図
る
の
か
。

町
長
町
長
脱
炭
素
社
会
を
実

現
す
る
た
め
「
川

西
町
地
球
温
暖
化
対
策
実

行
計
画
」
を
策
定
し
た
。

　

地
球
環
境
へ
の
負
荷
を

抑
え
、
温
室
効
果
ガ
ス
の

排
出
量
の
削
減
に
向
け
取

り
組
む
計
画
で
あ
る
。
誰

も
が
環
境
問
題
を
理
解
し

行
動
し
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
お
り
、
特
に
、

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
取
り
組

み
は
長
期
的
な
視
点
で
継

続
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
あ
る
。

遠
藤
生
活
ご
み
の
削
減

な
ど
私
た
ち
の
身

近
な
こ
と
だ
と
関
心
を
持

ち
、
自
分
の
で
き
る
こ
と

が
意
識
で
き
る
。
丁
寧
な

周
知
や
Ｐ
Ｒ
が
必
要
で
は
。

町
長
町
長
今
後
、
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
等
の

情
報
発
信
や
、
家
庭
生

活
・
事
業
活
動
で
も
環
境

問
題
の
啓
発
を
推
進
し
て

い
く
。

鈴
木
水
田
活
用
産
地
づ

く
り
推
進
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
会
議
の
方
向
性
は
。

町
長
町
長
県
内
の
農
業
関
連

団
体
や
県
内
４
地

域
の
４
市
町
が
構
成
員
と

し
て
参
画
（
置
賜
地
域
か

ら
は
本
町
が
構
成
員
と
し

な
る
）
し
、
会
議
の
運
営

が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
で

は
、
水
田
活
用
の
直
接
支

払
交
付
金
の
交
付
対
象
農

地
の
状
況
や
、
水
田
水
張

り
問
題
を
含
め
た
県
内
各

農
業
経
営
を
圧
迫
す
る
事

が
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
を
踏
ま

え
、
本
町
で
は
水
田
活
用

産
地
づ
く
り
推
進
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
会
議
を
は
じ
め
、

国
や
県
が
開
催
す
る
会
議
、

そ
の
他
さ
ま
ざ
ま
な
場
面

で
国
と
県
に
対
し
生
産
現

場
の
声
を
し
っ
か
り
届
け

て
い
く
。

地
の
課
題
を
整
理
し
、
取

り
ま
と
め
る
。

　

５
年
に
一
度
の
復
田
や

水
張
が
も
た
ら
す
喫
緊
の

課
題
と
し
て
、
水
稲
以
外

の
生
産
圃
場
で
は
、
復

田
・
水
張
り
を
す
る
場
合

の
畦
畔
の
再
構
築
、
そ
の

後
に
作
物
を
作
付
す
る
際

の
排
水
対
策
で
二
重
に
経

費
が
発
生
す
る
。
ま
た
復

田
・
水
張
り
後
に
作
物
を

生
産
す
る
こ
と
に
よ
り
作

業
効
率
が
悪
化
す
る
等
、

生
産
コ
ス
ト
等
が
増
加
し
、

遠
藤
今
後
ま
す
ま
す
少

子
化
が
進
む
中
、

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て

学
べ
る
環
境
づ
く
り
が
急

が
れ
る
。

　
小
学
校
再
編
を
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。

町
長
町
長
学
校
再
編
の
基
準

と
ル
ー
ル
は
「
複

式
学
級
と
な
っ
て
い
る
学

校
」
や
「
将
来
的
に
複
式

学
級
が
見
込
ま
れ
る
学

校
」「
地
域
や
保
護
者
か

ら
検
討
の
要
請
を
受
け
た

学
校
」
か
ら
検
討
す
る
と

定
め
て
い
る
。

遠
藤
大
塚
小
プ
ー
ル
は

改
修
さ
れ
る
が
、

今
後
、
各
学
校
の
プ
ー
ル

の
在
り
方
は
。

町
長
町
長
教
職
員
の
負
担
軽

減
や
施
設
の
老
朽

化
の
状
況
を
鑑
み
、
学
校

間
の
相
互
利
用
や
民
間
施

設
の
活
用
を
視
野
に
慎
重

に
検
討
し
て
い
く
。

遠
藤
小
中
学
校
に
お
け

る
熱
中
症
対
策
は

ど
う
か
。

教
育
長

教
育
長
小
学
校
で
は
、
遠

距
離
通
学
者
の
下

校
時
に
暑
さ
指
数
を
測
定

し
、
厳
重
警
戒
を
超
え
そ

計
画
」
を
策
定
し
、
学
区

再
編
の
基
準
と
ル
ー
ル
を

定
め
た
。

　

そ
の
基
準
と
ル
ー
ル
に

つ
い
て
は
、「
複
式
学
級

と
な
っ
て
い
る
学
校
」
や

「
将
来
的
に
複
式
学
級
が

見
込
ま
れ
る
学
校
」、「
地

域
や
保
護
者
か
ら
検
討
の

要
請
を
受
け
た
学
校
」
か

ら
検
討
す
る
事
と
し
て
い

る
。

　

今
後
と
も
学
区
再
編
の

基
準
と
ル
ー
ル
に
基
づ
き

学
校
運
営
協
議
会
や
地
域

住
民
の
意
見
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
教

育
環
境
の
整
備
を
進
め
て

い
く
。

鈴
木
小
学
校
屋
内
運
動

場
洋
式
ト
イ
レ
整

備
計
画
は
。

町
長
町
長
学
校
施
設
に
お
け

る
洋
式
ト
イ
レ
設

置
は
喫
緊
の
課
題
と
捉
え

て
お
り
、
学
校
教
育
の
み

な
ら
ず
、
災
害
対
応
も
視

野
に
入
れ
な
が
ら
、
計
画

的
な
整
備
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

そ
の
他

の
質
問
老
朽
化
が
進
ん

だ
危
険
度
ラ
ン

ク
の
高
い
空
き
家
に
対
す

る
今
後
の
対
応
を
質
問
し

た
。

う
な
場
合
は
、
教
職
員
の

巡
回
や
保
護
者
に
送
迎
を

依
頼
し
て
い
る
。

　

中
学
校
で
は
、
登
下
校

時
に
は
運
動
着
の
着
用
を

許
可
し
、
熱
中
症
警
戒
ア

ラ
ー
ト
が
出
た
場
合
に
は

部
活
動
を
中
止
し
て
い
る
。

鈴
木
少
子
高
齢
化
・
児

童
減
少
に
伴
う
小

学
校
再
編
整
備
計
画
は
。

町
長
町
長
本
町
で
は
、
こ
れ

ま
で
東
沢
・
高
山

小
学
校
が
そ
れ
ぞ
れ
統
合

し
た
経
過
が
あ
り
、
現
在

は
玉
庭
小
学
校
の
統
合
に

向
け
て
準
備
を
進
め
て
い

る
。

　

こ
れ
ら
の
学
区
再
編
の

進
め
方
と
し
て
は
、
平
成

25
年
に
設
置
し
た
「
あ
す

の
川
西
町
の
小
学
校
を
考

え
る
協
議
会
」
の
答
申
を

受
け
、
平
成
27
年
に
「
川

西
町
立
小
学
校
再
編
整
備

遠藤明子 議員 鈴木孝之 議員

今年の出来秋はどうか ＝ 置賜農高実習田EV充電ステーションの利用はまだまだ ＝ 町庁舎前

かわにしの ここが聞きたい
脱
酸
素
社
会

ゼロカーボンの取り組みはゼロカーボンの取り組みは

　町長 ー 長期的視点で継続していくことが大切である

水田活用

水
田
水
張
り
問
題
は

水
田
水
張
り
問
題
は

　
町
長 

ー 
国
・
県
に
声
を
届
け
る

小
学
校
再
編
を
ど
う
考
え
る
か

熱
中
症
対
策
は
大
丈
夫
か

小
学
校
再
編
整
備
計
画

一　般
質　問
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髙
橋
内
山
沢
地
域
の
総

合
排
水
対
策
（
令

和
４
年
11
月
22
日
全
協
答

弁
）
に
つ
い
て
、
た
め
池

機
能
強
化
を
し
て
い
く
と

と
も
に
、
も
う
一
つ
都
市

の
排
水
、
治
水
計
画
（
小

松
地
区
の
総
合
的
な
都
市

災
害
防
止
対
策
の
た
め
の

総
合
的
な
治
水
対
策
を
検

討
す
る
こ
と
）
に
一
体
的

に
取
り
組
ん
で
い
く
と
の

説
明
が
あ
っ
た
が
、
そ
の

後
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
。

町
長
町
長
鏡
沼
の
破
堤
を
招

い
た
内
山
沢
流
域

か
ら
の
排
水
に
つ
い
て
は
、

復
旧
検
討
会
に
お
い
て
検

討
を
進
め
た
。
災
害
復
旧

事
業
に
よ
り
復
旧
す
る
だ

け
で
は
今
後
の
地
域
防
災

と
し
て
不
十
分
で
あ
り
、

各
施
設
の
機
能
強
化
を
図

っ
て
い
く
と
と
も
に
、
内

山
沢
流
域
全
体
の
治
水
対

策
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

髙
橋
去
る
７
月
26
、
27

日
に
常
任
委
員
会

で
、
栃
木
県
芳
賀
町
に
行

財
政
改
革
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
視
察
し
て
来
た
。

　
振
興
計
画
の
施
策
を
体

系
化
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施

策
の
方
針
と
目
標
を
定
め

成
果
を
図
る
た
め
の
指
標

を
設
け
て
い
た
。
大
い
に

参
考
と
な
る
と
思
う
が
、

数
値
目
標
を
示
す
こ
と
に

つ
い
て
尋
ね
る
。

町
長
町
長
財
政
面
で
の
数
値

目
標
を
示
す
こ
と

は
、
年
度
に
よ
っ
て
予
算

規
模
や
投
資
的
経
費
な
ど

の
変
動
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

一
律
の
数
値
目
標
を
示
す

こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
し
か
し
、
財

政
の
健
全
性
を
維
持
す
る

こ
と
は
重
要
な
こ
と
な
の

で
、
財
政
調
整
基
金
に
つ

い
て
一
定
程
度
の
確
保
を

図
っ
て
い
く
。

髙
橋
芳
賀
町
は
目
標
数

値
が
細
か
で
わ
か

り
や
す
く
検
証
し
や
す
い
。

大
き
な
事
業
に
つ
い
て
は

別
口
に
し
て
数
値
目
標
を

設
定
し
て
い
る
。
同
じ
よ

う
に
や
る
べ
き
と
思
う
が

ど
う
か
。

町
長
町
長
芳
賀
町
は
、
し
っ

か
り
目
標
を
た
て

大
き
い
事
業
の
と
き
は
基

金
を
造
成
し
て
い
る
。
本

町
は
施
設
の
老
巧
化
が
多

寒
河
江
令
和
４
年
度
の
ふ

る
さ
と
納
税
額
は

い
く
ら
か
。

町
長
町
長
昨
年
度
は
２
億
４

５
６
万
円
で
あ
っ

た
。

寒
河
江
豪
雨
災
害
時
に
返

礼
品
の
な
い
ふ
る

さ
と
納
税
が
あ
っ
た
が
、

今
も
継
続
し
て
い
る
の
か
。

町
長
町
長
現
在
も
継
続
中
で

協
力
を
い
た
だ
い

て
い
る
。

寒
河
江
ふ
る
さ
と
納
税
制

度
の
ル
ー
ル
変
更

を
10
月
か
ら
行
う
に
あ
た

り
、
過
度
な
返
礼
品
競
争

を
防
ぐ
た
め
、
経
費
上
限

を
50
％
以
下
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
町
の
実

情
は
ど
う
か
。

町
長
町
長
経
費
総
額
は
付
随

費
用
等
含
め
、
５

割
以
下
に
し
て
い
る
。

寒
河
江
寄
付
の
受
領
証
明

書
の
発
行
費
や
寄

付
者
の
確
定
申
告
が
不
要

と
な
る
事
務
手
続
き
に
要

す
る
費
用
等
ど
の
位
増
え

る
の
か
。

町
長
町
長
経
費
の
１
％
～

１
・
２
％
の
増
と

な
り
中
間
業
者
へ
の
委
託

内
容
や
広
告
費
の
見
直
し

を
行
い
、
返
礼
品
の
価
格

を
調
整
す
る
こ
と
な
く
５

割
以
下
と
な
る
よ
う
に
す

る
。

寒
河
江
地
場
産
品
基
準
の

改
正
で
加
工
品
の

う
ち
熟
成
肉
と
精
米
に
つ

い
て
、
原
材
料
が
当
該
自

治
体
と
同
一
の
都
道
府
県

内
産
で
あ
る
物
に
限
り
返

礼
品
に
認
め
る
と
い
う
改

正
だ
が
該
当
し
な
い
品
は

あ
る
の
か
。

町
長
町
長
基
準
に
合
わ
な
く

な
っ
た
も
の
が
３

件
あ
っ
た
の
で
、
返
礼
品

提
供
事
業
者
と
協
議
を
し

て
10
月
よ
り
返
礼
品
か
ら

外
す
。

寒
河
江
８
月
18
日
に
山
形

地
裁
に
お
い
て
和

解
が
成
立
し
、
遅
延
金
も

含
め
た
損
害
賠
償
金
を
財

く
あ
り
財
源
確
保
に
あ
た

り
過
疎
債
で
対
応
し
て
い

る
が
、
将
来
に
向
け
て
平

準
化
を
図
っ
て
い
く
。

髙
橋
元
職
員
の
ご
遺
族

に
は
、
哀
悼
の
意

を
表
す
と
も
に
心
か
ら
冥

福
を
祈
る
。
早
期
解
決
す

れ
ば
、
遅
延
損
害
金
は
発

生
し
な
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
。

町
長
町
長
結
果
と
し
て
７
年

以
上
と
い
う
歳
月

を
要
し
た
。

政
調
整
基
金
か
ら
支
払
い

を
し
た
わ
け
だ
が
、
大
切

な
税
金
を
使
う
か
わ
り
に

職
を
辞
す
る
考
え
は
な
い

か
。町

長
町
長
か
け
が
い
の
な
い

命
を
、
組
織
と
し

て
守
り
き
れ
な
か
っ
た
こ

と
に
対
し
、
真
摯
に
受
け

止
め
、
職
を
辞
し
て
責
任

を
取
る
事
も
考
え
、
熟
慮

を
重
ね
た
。

　

現
在
私
に
与
え
ら
れ
た

使
命
は
、
町
民
が
住
み
や

す
い
ま
ち
づ
く
り
に
全
力

を
尽
く
し
、
今
後
二
度
と

痛
ま
し
い
事
件
を
発
生
さ

せ
な
い
職
場
環
境
づ
く
り

を
し
、
失
っ
た
信
頼
を
取

り
戻
し
、
住
民
福
祉
の
向

上
を
図
る
こ
と
で
責
任
を

果
た
し
て
い
く
。

寒
河
江
町
民
は
、
町
長
の

給
与
50
％
減
６
カ

月
間
で
責
任
を
果
た
す
事

に
納
得
す
る
か
。

町
長
町
長
繰
り
返
し
に
な
る

が
、
ご
遺
族
や
町

民
へ
の
失
っ
た
信
頼
を
取

り
戻
し
、
批
判
や
叱
責
に

対
し
て
誠
実
に
対
応
し
て

い
く
。

寒
河
江
来
年
の
町
長
選
挙

は
辞
退
す
る
の
か
。

町
長
町
長
現
段
階
で
は
白
紙

の
ま
ま
だ
。

髙橋輝行 議員 寒河江司 議員

井上ひさしコーナーもふるさと納税の返礼品として新設復旧事業が進む ＝ 鏡沼

かわにしの ここが聞きたい

治
水

内山沢地域の総合排水対策は内山沢地域の総合排水対策は
　町長 ー 流域全体の治水対策を検討

ふるさと納税

ふ
る
さ
と
納
税
の
ル
ー
ル
変
更
を
問
う

ふ
る
さ
と
納
税
の
ル
ー
ル
変
更
を
問
う

　
町
長 

ー 
総
務
省
の
変
更
、
見
直
し
を
遵
守
す
る

町
職
員
の
自
死
に
対
す

る
町
長
の
責
任
を
問
う

次
は
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

一　般
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事
前
に
①
行
財
政
改
革

の
取
り
組
み
状
況　

②
財

政
調
整
基
金
の
考
え
方
な

ど
に
つ
い
て
質
問
状
と
し

て
送
り
、
回
答
を
い
た
だ

　

令
和
５
年
７
月
26
、
27

日
視
察
研
修
を
行
っ
た
。

　

令
和
５
年
７
月
24
、
25

日
視
察
研
修
を
行
っ
た
。

　

近
年
は
遠
野
市
周
辺
も

高
速
道
路
が
整
備
さ
れ
、

人
や
車
の
流
れ
も
変
化
し

て
き
て
お
り
、
地
域
経
済

活
性
化
機
構
（
Ｒ
Ｅ
Ｖ
Ｉ

Ｃ
）
に
よ
る
民
間
の
力
を

う
ま
く
取
り
入
れ
な
が
ら
、

観
光
振
興
と
産
業
振
興
両

面
か
ら
挑
戦
を
続
け
て
い

る
こ
と
を
強
く
感
じ
た
。

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る

国
、
県
、
町
連
携
に
よ
る

支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
計
画
し

再
生
を
実
現
し
た
。
住
民

の
住
宅
再
建
を
最
優
先
に

　

令
和
２
年
度
よ
り
地
方

創
生
推
進
交
付
金
を
活
用

し
、ジ
ビ
エ
肉（
大
槌
鹿
）

を
活
用
し
た
交
流
人
口
拡

大
と
Ｐ
Ｒ
発
信
を
実
施
し

た
。

い
た
。

　

「
行
財
政
改
革
の
取
り

組
み
」
は
、
プ
ラ
ン
の
策

定
・
実
践
を
平
成
２
年
度

か
ら
平
成
22
年
度
の
期
間

と
し
、
職
員
数
（
人
口
１

０
０
人
当
た
り
１
名
を
目

標
）
の
削
減
、
公
共
施
設

の
統
廃
合
、
借
地
の
解
消
、

民
間
委
託
（
幼
児
施
設
管

理
、
給
食
調
理
業
務
・
町

有
バ
ス
運
転
業
務
等
）・

指
定
管
理
者
な
ど
に
よ
る

歳
出
削
減
を
行
っ
て
き
た
。

　

財
政
調
整
基
金
の
運
用

に
つ
い
て
は
、
標
準
財
政

規
模
の
10
％
程
度
を
常
時

保
有
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
る
。
振
興
計
画
に
基
づ

く
財
源
準
備
金
の
積
み
立

て
を
実
施
し
て
い
る
。
例

え
ば
第
６
次
振
興
計
画
の
、

Ｌ※

Ｒ
Ｔ
整
備
費
に
つ
い
て

は
、
一
般
財
源
と
し
て
最

大
10
億
円
が
必
要
で
あ
り
、

複
数
年
に
わ
た
り
積
み
立

て
を
実
施
し
た
。

実
施
し
た
結
果
、
被
災
前

海
岸
部
に
あ
っ
た
水
産
加

工
会
社
が
近
隣
の
市
町
村

に
移
転
し
た
。
一
方
、
新

規
起
業
が
５
社
転
入
し
た
。

　

岩
手
大
槌
サ
ー
モ
ン
生

産
開
始
。
令
和
元
年
地
元

建
設
業
者
に
よ
る
中
間
育

成
開
始
。令
和
４
年（
株
）

ニ
ッ
ス
イ
試
験
養
殖
、
事

業
化
へ
移
行
。
令
和
５
年

水
揚
げ
実
績
６
７
０
ｔ
、

目
標
２
０
０
０
ｔ
に
生
産

拡
大
中
で
あ
る
。

　

産
業
振
興
課
内
に
新
た

な
班
を
創
設
し
、
ふ
る
さ

と
納
税
・
地
域
お
こ
し
協

力
隊
・
移
住
定
住
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

7
29
損
害
賠
償
請
求
事

件
の
和
解
勧
告

　

元
職
員
の
自
死
が
公
務

上
の
災
害
認
定
を
受
け
た

事
で
、
氏
の
両
親
が
損
害

賠
償
請
求
す
る
訴
訟
を
提

起
。

　

裁
判
所
よ
り
和
解
勧
告

が
提
起
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。

９
15　
行
政
評
価
、
指

定
管
理
者
の
評
価

結
果
お
よ
び
選
定
方
法
、

置
賜
広
域
行
政
臨
時
会
概

要
報
告
、
置
賜
広
域
病
院

企
業
団
概
要
報
告
、
議
員

派
遣
事
業
、
政
策
提
言
ま

で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
。

９
５
意
見
交
換
会
の
取

り
ま
と
め
。

　

「
子
ど
も
ま
ん
な
か
応

援
サ
ポ
ー
タ
ー
宣
言
」

　

関
連
議
案
は
３
件
。

　

「
損
害
賠
償
請
求
事
件

の
和
解
及
び
損
害
賠
償
額

を
定
め
る
こ
と
に
つ
い

て
」
は
賛
成
９
反
対
２
で

可
決
。

　

賠
償
額
を
支
払
う
た
め

の
「
一
般
会
計
補
正
予

算
」
は
、
賛
成
６
反
対
５

で
可
決
。

　

事
件
の
責
任
を
問
う

「
川
西
町
の
特
別
職
の
職

員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
」
は
賛
成
６
反
対

５
で
可
決
で
あ
っ
た
。

（
Ｐ
６
賛
否
表
参
照
）

問
不
幸
な
事
件
で
あ

っ
た
。
ご
遺
族
に

心
か
ら
お
悔
や
み
を
申
し

上
げ
る
。

　
損
害
賠
償
額
の
内
、
遅

延
損
害
金
が
あ
る
。
職
員

の
不
幸
か
ら
７
年
も
経
ち
、

早
期
に
解
決
す
れ
ば
、
ご

遺
族
の
気
持
ち
の
上
で
も

整
理
が
つ
き
、
遅
延
金
も

少
な
く
済
ん
だ
の
で
は
な

い
か
。

町
長
平
成
28
年
６
月
に

職
員
逝
去
後
、
令

和
４
年
遺
族
代
理
人
か
ら

公
務
災
害
に
認
定
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
損
害
賠
償
お

当
た
り
前
に
感
謝

　
恥
ず
か
し
い
話
で
す
が
、

こ
の
歳
に
な
る
ま
で
町
議

会
を
傍
聴
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
９
月
定
例
会
の
５
日
目

の
一
般
質
問
を
傍
聴
し
ま

し
た
。

　
私
が
質
問
を
し
た
り
答

弁
す
る
わ
け
で
は
な
い
の

で
す
が
、
議
場
に
入
る
前

か
ら
大
変
緊
張
し
ま
し
た
。

　
今
、
世
界
で
は
戦
争
や

言
論
統
制
等
、
人
々
を
不

幸
に
追
い
や
る
事
柄
が
起

き
て
い
る
中
、
議
会
で
審

議
さ
れ
る
内
容
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
お
互
い
の
意
見

を
聞
き
、
尊
重
し
な
が
ら

話
し
合
お
う
と
す
る
姿
勢

が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
議

員
側
も
町
当
局
も
安
全
で

安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け

る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

努
力
を
重
ね
て
い
る
こ
と

に
改
め
て
心
強
く
思
い
ま

し
た
。

　
当
た
り
前
の
こ
と
を
当

た
り
前
に
で
き
る
事
に
感

謝
す
る
一
日
と
な
り
ま
し

た
。

　
最
近
は
異
常
気
象
で
暑

い
日
が
続
い
て
お
り
ま
す

が
、
議
員
の
皆
様
ま
た
町

職
員
の
皆
様
お
体
を
大
切

に
し
て
住
み
や
す
い
ま
ち

づ
く
り
を
切
に
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

よ
び
未
払
金
の
請
求
が
あ

り
、
そ
の
後
訴
訟
と
な
っ

て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

事
態
の
認
識
に
甘
さ
が
あ

っ
た
。

問
責
任
の
取
り
方
に

つ
い
て
、
人
の
命

の
尊
厳
を
考
え
れ
ば
、
町

長
の
給
料
50
パ
ー
セ
ン
ト

減
6
カ
月
で
は
軽
す
ぎ
る

の
で
は
な
い
か
、
職
を
辞

し
て
責
任
を
取
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

町
長
責
任
を
痛
感
し
て

い
る
。
こ
う
い
っ

た
事
件
が
２
度
と
起
こ
ら

な
い
よ
う
に
、
業
務
改
善

を
図
る
こ
と
が
責
任
を
全

う
す
る
こ
と
だ
と
考
え
る
。

※ＬＲＴ　（Light Rail Transitの略称）で各種交通との連携や低床式車両で、軌道・
停車場の改良による乗降の容易性などの面で優れた次世代の交通システム

財政改革の先進地視察 ＝ 芳賀町議場

泳ぐ、泳ぐ、大槌サーモン ＝ 岩手県大槌町試験養殖施設

委員会
レポート

総
務
文
教
常
任
委
員
会

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

財
政
調
整
基
金
の
在
り
方
は

産
業
振
興
で
地
域
づ
く
り
を

地
域
資
源
を
活
用
し
た

活
性
化
事
業

行
財
政
改
革
と

財
政
調
整
基
金

商
業
の
再
生
と
振
興
策

を
学
ぶ

産
業
振
興
の
新
た
な
取

り
組
み

全　員
協議会

臨 時
議 会

元
職
員
過
労
死
事
件

僅
差
で
可
決

広報モニターから広報モニターから

ひとことひとこと②②
中郡　黒澤　秀夫 さん

次
は
意
見
交
換
会

　

８
月
７
日
臨
時
議
会
が
開
か
れ
、
職
員
遺
族
に
よ
る
損

害
賠
償
請
求
事
件
の
和
解
に
伴
う
賠
償
金
の
た
め
の
一
般

会
計
補
正
予
算
お
よ
び
責
任
者
と
し
て
報
酬
の
減
額
な
ど

の
議
案
を
審
議
。
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
い
ず
れ
も

可
決
さ
れ
た
が
僅
差
の
可
決
で
、
議
会
と
し
て
も
苦
渋
の

選
択
と
な
っ
た
。

議
案
に
対
す
る
質
疑

議
決
内
容

遠
野
市

芳
賀
町

大
槌
町

（22）（22）（23）（23） 議 会 だ よ り議 会 だ よ り議 会 だ よ り議 会 だ よ り
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町
民
と
の
意
見
交
換
会

が
８
月
19
日
、
21
日
の
両

日
開
催
さ
れ
た
。
コ
ロ
ナ

禍
で
４
年
ぶ
り
の
開
催
と

な
っ
た
。

　

今
回
は
犬
川
・
玉
庭
・

東
沢
・
吉
島
の
4
地
区
で

行
わ
れ
た
。

　

意
見
交
換
会
は
、
議
会

基
本
条
例
で
定
め
ら
れ
た

最
重
要
項
目
の
一
つ
で
あ

る
。
議
員
各
自
は
議
員
活

動
の
中
で
、
地
域
の
課
題

や
個
人
の
相
談
な
ど
の
解

決
に
向
け
努
力
を
し
て
い

る
。
し
か
し
、
大
き
な
地

域
課
題
や
政
策
的
な
事
項

に
関
し
て
は
議
会
と
し
て

取
り
組
ん
だ
方
が
解
決
で

き
る
場
合
が
往
々
に
し
て

あ
る
。

　

本
町
議
会
で
は
、
意
見

交
換
会
の
成
果
を
ま
と
め

『政策提言』手交へのご案内
第10回目の政策提言書の提出・手交式に町民
の皆さんの傍聴をお願いします。

と　き 10月31日㈫ ９：30（予定）
ところ 川西町議会議場

質問、要望、意見 質問等への回答、今後の対応

１

１、防災・減災対策について
○水害時、近くの公民館を避難所として開けてもよいか。 ●（持ち帰り回答）

【安全安心課】水害時は指定緊急避難場所を町内に12カ所、指定
避難所を6カ所設定し、緊急時に備えている。しかし、さまざま
な状況により指定避難所等への移動が困難である場合には、自治
会の公民館を一時避難場所として活用して構わない。公民館の管
理者と事前に相談し、有事の際に円滑に開放できるよう調整して
ほしい。

○災害時の情報を速やかに伝えてほしい。 ●災害は、個別に判断できない場合が多い。基本的には自分の命は
自分で守るのが第一。家庭ごとにさまざまなケースを想定して、
どのような対応をすべきか日頃から考えておくようお願いしてい
る。またそれを自治会単位でもお願いしたい。議会からも避難所
の増設など行政に要望していき、安心安全を守っていけるよう努
力したい。

○内水氾濫に対する対応として、大型のポンプの設置はで
きないか。

●国土交通省のポンプが1台から2台になった。黒川・誕生川に対
応できるようになる。

２

２、災害復旧の現状と対応について
○万福寺川河川測量工事予算がついたが、工事の距離、期
間については。

●（持ち帰り回答）
【地域整備課】令和元年の台風19号による万福寺川の堤防越水お
よび周辺住家の浸水被害を受け、堤防の嵩上げ造成について検討
し、用地境界立ち合い等の準備をしていたが、昨年８月３日の大
雨災害による全町的な災害復旧によりやむなく中断している。こ
れまでの堤防造成計画を見直し、あらためて万福寺川の河川断面
等の検討を行った。本事業については相当な事業費が見込まれる
ことから、複数年による事業遂行となる。

○防災無線や防災ラジオを高齢者宅に設置するなどの取り
組みは非常に良いと思うが、実際に大雨の際、機能して
いるのか。

●（持ち帰り回答）
【安全安心課】災害時等の広報は、一斉情報発信システムを経由し
て防災無線をはじめLINEや登録制メール等各媒体に配信してお
り、その媒体のひとつとして高齢者宅等に配備した戸別受信機か
らは、町からの情報が音声で聞こえるように設定している。今後、
追加で必要な方への戸別受信機の配備についても、検討していき
たい。

○防災無線を放送するには、現地に行くしか方法はなく危
険であり、交流センターなどの避難所から一斉放送でき
るようにしてほしい。

●防災無線の集中管理について、玉庭は3カ所(交流センター、御伊
勢町、朴沢)ある。それぞれ現場まで行って放送しなければなら
ない件については、集中管理できるようにしてほしいと町当局に
伝えていく。

○災害復旧工事に関する補助金は、原状復旧なので、被害
が繰り返される恐れがある。今後被害にあわないさらに
上の工事をお願いしたい。

●今後は、原状復旧工事でなく、改良復旧工事実施に向けて国・県・
町へ要望していく。

３

３、コロナ後における生活環境について
○２類から５類になったことで、医療費の負担が増えない
か。医療費増額に対し、町から補助はないか。

●家庭内で感染予防に努めてほしい。町からの補助はない。

○一人暮らしの老人が多くコミュニケーションが少なく
なった。

●一人暮らしの老人が孤立しないように、地域でコミュニケーショ
ンを取ってほしい。

４

４、その他
○メディカルタウンについて、これからの展望や考え方は
どうか。

●第一期で、宅地造成と商業施設の誘致。第二期は、南側に計画し
ている。民間企業が出店しやすい環境を整備していくべきと議員
間で話しており、具体的な動きに繋げていきたいと考えている。

○全国的に７軒に１軒が空き家との情報があるが、川西町
の状況はどうか。

●空き家バンクへの登録は約300件と聞いている。

○職員の過労死による自死に係る損害賠償金支払いについ
て了解したと聞いたが、予算はどこから支出なるのか。
一般会計からの支出になることを町民の方は納得するの
か。議員は納得したのか、町民の税金負担になる。町長
が退職金で支払う必要があるのではないか。全国的な事
例はどうなっているか。

●裁判所にて和解の協議が成立したとの報告を町当局より説明を受
けた。財源は、一般財源で財政調整基金からの支出となる。

　（P23参照）

○川西町へ是非企業誘致をしてほしい。 ●企業誘致については、現在コロナ関係等の影響により会社経営も
厳しい環境に置かれているので、誘致については、いろいろな角
度から考え、積極的に企業誘致に取り組んでいきたい。また、町
当局へ強く要望していく。

町
に
対
し
政
策
提
言
を
し

て
い
る
。
さ
ら
に
、
提
言

の
執
行
状
況
を
１
年
後
に

検
証
し
て
い
る
。
提
言
を

一
方
通
行
と
し
な
い
点
は
、

知
る
限
り
全
国
で
も
唯
一

で
あ
る
。

 

今
年
は
、
昨
年
の
豪
雨

災
害
の
状
況
と
そ
の
対
応
、

３
年
間
自
粛
の
続
い
た
コ

ロ
ナ
後
の
生
活
環
境
の
変

化
を
テ
ー
マ
に
話
し
合
わ

れ
た
。

　

甚
大
な
被
害
が
発
生
し

た
豪
雨
被
害
で
は
、
住
民

と
行
政
の
つ
な
ぎ
役
が
、

非
常
時
に
十
分
に
機
能
し

な
い
な
ど
議
会
と
し
て
災

害
時
の
対
応
の
仕
方
が
問

わ
れ
た
。

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
後
の
生

地区名 月　日 会　場 参加者 議　　員　（先頭が班長）
犬川 ８月18日 犬川地区交流センター ６人

井上晃一、髙橋輝行、神村建二、吉村徹、寒河江司、渡部秀一、茂木晶
玉庭 ８月21日 玉庭地区交流センター ９人
吉島 ８月18日 吉島地区交流センター 9人

伊藤進、橋本欣一、鈴木幸廣、遠藤明子、寒河江寿樹、鈴木孝之
東沢 ８月21日 東沢活性化センター 12人

活
環
境
の
変
化
で
は
、
人

の
集
ま
り
が
再
開
さ
れ
始

め
た
も
の
の
、
い
ま
だ
抵

抗
が
あ
る
こ
と
や
、
事
業

の
再
開
の
方
向
性
が
な
か

な
か
見
い
だ
せ
な
い
な
ど

の
不
安
が
出
さ
れ
た
。

　

ご
協
力
い
た
だ
い
た
地

区
交
流
セ
ン
タ
ー
と
参
加

者
の
皆
さ
ん
、
関
係
者
に

感
謝
い
た
し
ま
す
。

東沢地区 玉庭地区

吉島地区 犬川地区

意 　 見
交 換 会

防
災
・
減
災
・
コ
ロ
ナ
対
策
で
意
見

防
災
・
減
災
・
コ
ロ
ナ
対
策
で
意
見

４
会
場
で
開
催

こんな質問･要望がありました

直
近
の
課
題
を
意
見
交
換

次
は
街
か
ど
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

（24）（24）（25）（25） 議 会 だ よ り議 会 だ よ り議 会 だ よ り議 会 だ よ り

令和５年10月15日発行
第155号

令和５年10月15日発行
第155号議 会 だ よ り議 会 だ よ り議 会 だ よ り議 会 だ よ り

令和５年10月15日発行
第155号

令和５年10月15日発行
第155号



み
ん
な
で
体
験

　
　
実
の
り
の
秋

　

天
候
不
順
の
秋
で
あ
る

が
、
こ
の
日
は
稲
刈
り
日

和
り
。
小
松
小
学
校
で
は

置
賜
農
業
高
校
の
生
徒
の

指
導
に
よ
り
、
稲
刈
り
体

験
が
行
わ
れ
た
。

　

田
植
え
後
、
６
月
～
８

月
ま
で
は
猛
暑
日
が
続

き
、
雨
が
降
ら
ず
水
不
足

に
悩
ま
さ
れ
た
。
刈
り
取

り
時
期
を
向
か
え
実
っ
た

稲
を
見
る
と
満
足
す
る
出

来
ば
え
だ
。
と
て
も
貴
重

な
体
験
だ
っ
た
。

　

収
穫
し
た
米
は
、
収
穫

を
感
謝
す
る
行
事
を
行

い
、
全
校
児
童
皆
ん
な
で

味
わ
う
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。

管　
　
　
惟ゆ

い
さ
ん（
吉
島
）

　

ハ
ン
ド
メ
イ
ド
等
小
物
の
作
品
を
作

り
、
町
の
イ
ベ
ン
ト
等
に
参
加
し
て
い

る
。
芝
の
あ
る
公
園
を
会
場
に
で
き
れ

ば
最
高
。
子
育
て
世
代
は
子
ど
も
が
安

心
し
て
遊
べ
る
場
所
が
あ
る
と
人
は
集

ま
っ
て
く
る
と
思
う
。
大
人
の
遊
び
場

と
し
て
、
キ
ャ
ン
プ
場
が
あ
る
と
い
い

な
。
産
業
フ
ェ
ア
に
も
ハ
ン
ド
メ
イ
ド

で
参
加
予
定
な
の
で
声
を
掛
け
て
ね
。

佐
藤　
史ふ

み
都と

く
ん

　
　
　
永え

い
都と

く
ん（
小
松
）

　

近
く
に
住
ん
で
い
る
の
で
、
楽
し
く

参
加
し
ま
し
た
。
こ
ん
な
風
に
歩
行
者

天
国
に
し
て
遊
べ
る
と
い
い
で
す
ね
。

　

子
ど
も
が
遊
べ
る
場
が
少
な
い
気
が

し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
周
り
の
市
町
み
た
い
に
安
全

に
遊
べ
る
施
設
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ

い
。　　
　
　
　
　
　
　
（
父
親
よ
り
）

後
藤　
愛あ

い
実み

さ
ん

　
　
　
愛ま

な
歩と

く
ん
親
子（
小
松
）

　

友
達
が
近
く
に
な
い
の
で
学
童
で
遊

ぶ
こ
と
が
多
い
。
子
ど
も
が
遊
べ
る
室

内
施
設
が
あ
れ
ば
い
い
で
す
ね
。
イ
ベ

ン
ト
が
あ
れ
ば
子
ど
も
と
一
緒
に
見
に

き
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
が
、
で
き
れ
ば

自
分
も
参
画
し
な
が
ら
町
を
盛
り
上
げ

て
い
き
た
い
。

鈴
木
ま
ど
か
さ
ん（
犬
川
）

　

町
内
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
は
地

域
の
賑
わ
い
づ
く
り
や
交
流
の
場
に
な

る
の
で
、
町
内
外
か
ら
も
っ
と
た
く
さ

ん
の
方
に
来
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
る

と
い
い
で
す
ね
。
新
し
い
イ
ベ
ン
ト
も

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
伝
統
的
な
行
事
ご

と
を
継
続
し
て
い
く
た
め
の
人
づ
く
り

や
、
働
き
世
代
・
子
育
て
世
代
に
も
町

の
情
報
が
行
き
届
く
よ
う
な
仕
組
み
づ

く
り
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

久
保　
道
典
さ
ん（
長
井
市
）

　

今
泉
近
く
の
寺
の
住
職
を
し
て
い
ま

す
。
置
賜
農
高
の
皆
さ
ん
が
後
輩
の
た

め
、
地
域
の
た
め
米
坂
線
復
旧
運
動
に

立
ち
上
が
っ
た
姿
に
感
動
し
て
い
ま

す
。

　

「
米
坂
線
―
今
ま
で
あ
り
が
と
う
。

恩
返
し
と
未
来
へ
の
夢
と
期
待
を
込
め

て
復
旧
す
る
ま
で
頑
張
る
か
ら
待
っ
て

ね
。」
と
叫
び
た
い
で
す
。

金
子　
義
市
さ
ん（
小
松
）

　

２
０
１
４
年
か
ら
歩
行
者
天
国
を
始

め
、
10
年
が
経
過
し
駅
前
の
賑
わ
い
や

中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で

き
た
。
米
坂
線
（
米
沢
～
今
泉
間
）
が

２
０
２
６
年
に
１
０
０
周
年
を
迎
え
、

２
０
３
６
年
に
は
全
線
の
坂
町
ま
で
の

区
間
で
開
通
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
。

米
坂
線
復
旧
へ
の
思
い
も
兼
ね
て
魅
力

的
な
町
に
み
ん
な
で
創
り
上
げ
た
い
。

佐
藤　
　
唯
さ
ん（
町
内
）

菅
野　
琴
美
さ
ん（
長
井
市
）

沼　
　
心
乃
さ
ん（
米
沢
市
）

　

米
坂
線
復
旧
署
名
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

署
名
活
動
は
初
め
て
で
す
。
初
め
は
人
が
少

な
く
、
署
名
は
な
か
な
か
集
ま
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
徐
々
に
集
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

　

米
坂
線
利
用
者
で
す
が
、
乗
り
換
え
が
大

変
で
す
。
下
校
時
、
時
間
が
つ
ぶ
せ
る
場
所

が
欲
し
い
で
す
。

竹
田　
旭あ

き
展の

ぶ
さ
ん（
飯
豊
町
）

江
本　
千ち

は
や駿
さ
ん（
小
松
）他

　

ネ
ッ
ト
で
鉄
道
好
き
の
仲
間
で
集
い

ま
し
た
。
米
坂
線
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
が

あ
り
、
初
め
て
会
う
仲
間
で
す
。
米
坂

線
で
来
ま
し
た
。
米
坂
線
復
旧
運
動
の

有
志
の
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
単
独
で
は
復
旧
は
無
理
か
も
。

ま
ず
は
署
名
集
め
か
ら
始
め
ま
す
。

　

平
成
30
年
３
月
に
閉
校

と
な
っ
た
高
山
小
学
校
の

利
活
用
が
始
ま
っ
た
。

　

社
会
福
祉
法
人
山
形
県

社
会
福
祉
事
業
団
「
希
望

が
丘
地
域
福
祉
支
援
セ
ン

タ
ー
」
が
、
本
年
６
月
に

希
望
が
丘
か
ら
移
転
し
、

同
小
学
校
を
障
が
い
者
施

設
と
し
て
法
令
に
基
づ
き

改
修
し
、
置
賜
地
方
に
あ

る
法
人
内
事
業
所
の
一
部

を
再
編
し
事
業
を
行
っ
て

い
る
。

　

①
希
望
が
丘
デ
イ
サ
ポ

ー
ト
ま
つ
か
ぜ
（
生
活
介

護
事
業
所　

定
員
30
人
）。

②
希
望
が
丘
共
同
生
活
事

業
所
（
介
護
サ
ー
ビ
ス
包

括
型
生
活
介
護
事
業
所
）

川
西
共
同
生
活
事
業
所
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
４
カ
所
定

員
29
人
、
東
置
賜
共
同
生

活
事
業
所
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
４
カ
所
定
員
30
人
、
川

西
町
内
８
カ
所
の
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
が
点
在
し
、
あ

わ
せ
て
定
員
59
人
の
利
用

者
が
生
活
す
る
事
務
所
と

し
て
活
動
す
る
。

　

ま
た
、
令
和
６
年
４
月

か
ら
③
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
お
き
た
ま
（
長
井
市
）

の
相
談
支
援
事
業
所
の
川

西
町
の
分
と
④
梓
園
（
米

沢
市
）
の
相
談
支
援
事
業

所
高
畠
町
分
を
新
設
し
て

事
業
を
開
始
し
、
さ
ら
に

⑤
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
お

き
た
ま
内
の
障
が
い
者
就

業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

が
移
転
す
る
。

　

他
に
地
域
の
方
と
話
し

合
い
な
が
ら
⑥
地
域
の
交

流
と
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
事

業
の
展
開
を
検
討
す
る
。

　

こ
の
事
業
の
開
始
に
先

立
ち
同
施
設
の
改
修
工
事

が
実
施
さ
れ
た
。
主
な
工

事
内
容
は
玄
関
ス
ロ
ー
プ
、

空
調
工
事
、
給
排
水
、
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
、
ト
イ

レ
改
修
、
消
防
関
係
工
事

な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。

　

こ
の
よ
う
に
新
し
く
な

っ
た
施
設
で
川
西
町
、
置

賜
全
域
、
山
形
県
の
障
が

い
者
施
設
の
司
令
塔
と
し

て
、
活
用
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
た
い
。

旧高山小校舎　再活用で生き返る

表
紙
の
写
真

街かどインタビュー街かどインタビュー
いいね！かわにしいいね！かわにし

羽前小松駅前で行われた 羽前小松駅前で行われた 駅前歩行者天国駅前歩行者天国にてにてインタビューしました。インタビューしました。
インタビューから出た要望などは政策提言などに生かしていきます。インタビューから出た要望などは政策提言などに生かしていきます。

9/3
㈰

追　
跡

追　
跡 あれから……あれから……

どうなった！どうなった！

障
が
い
者
福
祉
の
指
令
塔
に
活
用
へ

障
が
い
者
福
祉
の
指
令
塔
に
活
用
へ

旧
高
山
小
学
校

旧
高
山
小
学
校
　
　
　

　
　
　
社
会
福
祉
事
業
団

社
会
福
祉
事
業
団

事
業
内
容
は

貸
与
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▼
統
一
地
方
選
挙
後
の
委

員
会
再
編
で
２
年
半
の
間

を
あ
け
広
報
の
仕
事
に
復

帰
し
ま
し
た
。
▼
議
会
だ

よ
り
の
編
集
作
業
の
難
し

さ
を
改
め
て
実
感
し
て
い

ま
す
。
議
案
の
内
容
や
審

議
の
状
況
を
町
民
の
皆
さ

ん
に
分
か
り
や
す
く
提
供

す
る
た
め
の
文
章
な
の
か
、

ま
だ
ま
だ
工
夫
す
る
必
要

が
あ
り
日
々
努
力
を
重
ね

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
▼
今
後
と
も
議
会

だ
よ
り
を
ご
愛
読
下
さ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

（
さ
ち
ひ
ろ
）

発
行
責
任
者
　
井
上
　
晃
一

委
員
長
　
橋
本
　
欣
一

副
委
員
長
　
茂
木
　
　
晶

委
　
　
員
　
鈴
木
　
幸
葊

　
同
　
　
　
伊
藤
　
　
進

　
同
　
　
　
遠
藤
　
明
子

　
同
　
　
　
寒
河
江
寿
樹

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
文
章
）

佐
々
木
賢
一

遠
藤
　
勝
則

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
写
真
）

山
田
　
順
一

齋
藤
　
文
夫

❖❖　　プロフィールプロフィール　　❖❖

齋藤 繭子齋藤 繭子（さいとう まゆこ）（さいとう まゆこ）さんさん
川西町大字上奥田川西町大字上奥田
家族構成　夫、父の３人ぐらし家族構成　夫、父の３人ぐらし
高畠町出身高畠町出身
趣味　料理趣味　料理

東
沢
地
区
に
お
住
い
の

東
沢
地
区
に
お
住
い
の

齋
藤
繭
子
さ
ん
に
子
育

齋
藤
繭
子
さ
ん
に
子
育

て
や
町
に
望
む
こ
と
を

て
や
町
に
望
む
こ
と
を

お
聞
き
し
ま
し
た
。

お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

町
内
の
青
年
団
体
が
行

っ
た
婚
活
パ
ー
テ
ィ
で
知

り
合
い
ま
し
た
。
仕
事
先

で
同
僚
に
行
っ
て
み
よ
う

と
誘
わ
れ
て
参
加
し
ま
し

た
。
そ
こ
で
出
会
い
、
２

０
１
５
年
４
月
に
入
籍
し

ま
し
た
。
出
身
は
隣
の
高

畠
町
で
す
。

　

こ
ち
ら
に
来
た
当
時
は

雪
の
量
が
違
う
と
実
感
し

ま
し
た
。
来
た
当
時
は
４

Ｗ
Ｄ
車
で
な
か
っ
た
の
で

移
動
に
苦
労
し
ま
し
た
。

現
在
は
４
Ｗ
Ｄ
車
に
な
り

ま
し
た
。

　

高
畠
に
居
た
と
き
よ
り

も
周
り
が
離
れ
て
い
る
た

め
か
静
か
で
、
小
動
物
の

出
没
が
多
い
で
す
。

　

隣
近
所
の
皆
さ
ん
に
は

優
し
く
し
て
も
ら
っ
て
い

　

現
在
交
代
勤
務
で
仕
事

を
し
て
い
ま
す
。
仕
事
で

時
間
が
空
い
た
と
き
な
ど

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
子
ど
も

食
堂
の
手
伝
い
を
し
て
い

ま
す
。

　

仲
良
し
キ
ッ
チ
ン
で
は
、

土
日
の
子
ど
も
の
居
場
所

づ
く
り
を
中
心
に
や
っ
て

い
ま
し
た
。
最
近
は
別
の

形
で
の
取
り
組
み
も
出
て

き
て
い
ま
す
。

　

夫
も
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に

参
加
し
て
手
伝
っ
て
く
れ

て
い
ま
す
。
毎
回
１
０
０

人
前
後
の
参
加
者
に
な
り

　

小
中
学
生
は
ス
ク
ー
ル

バ
ス
が
あ
り
ま
す
が
、
高

齢
者
が
多
い
地
域
な
の
で
、

交
通
弱
者
対
策
・
買
い
物

難
民
対
策
が
必
要
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。

ま
す
の
で
、
人
手
が
あ
る

と
助
か
り
ま
す
。

　

農
村
地
帯
な
の
で
食
材

と
し
て
、
米
・
野
菜
は
提

供
し
て
い
た
だ
け
ま
す
が
、

肉
・
魚
類
は
厳
し
い
状
況

で
す
。
自
分
た
ち
で
何
と

か
工
夫
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
に
は
い
ろ
い
ろ

な
形
で
協
力
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

イ

ンタ
ビュー

イ

ンタ
ビュー

町民の声

ま
す
。

ふたり仲良くボランティア活動

編
集
の
後
で

高
齢
者
の
足
の
確
保
を

高
齢
者
の
足
の
確
保
を

出
会
い
は
ど
う
だ
っ
た
か

教
え
て
も
ら
え
ま
す
か

東
沢
の
印
象
は
ど
う
で
す
か

現
在
取
り
組
ま
れ
て
い
る

こ
と
は
何
か
あ
り
ま
す
か

町
に
望
む
こ
と
は
何
か
あ

り
ま
す
か

（28）（28）議 会 だ よ り議 会 だ よ り議 会 だ よ り議 会 だ よ り
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